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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを変換するためのコンピュータにより実行される方法であって、
　ＣＲＭアプリケーション用の第１のフォーマットを有するデータ項目を協調スケジュー
リング／メッセージングアプリケーション用の第２のフォーマットに変換するため、前記
協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションによりユーザ入力を受け取るス
テップであって、前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションは、スマ
ートクライアントアドインコンポーネントを含むスマートクライアントプラットフォーム
の一部であり、前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションは、前記Ｃ
ＲＭアプリケーションに対するポータルとして使用される、ステップと、
　前記第１のフォーマットを有する第１のデータ項目にアクセスするステップと、
　前記第１のデータ項目を第２のフォーマットを有する第２のデータ項目に変換するステ
ップと、
　　ここで当該変換するステップは、前記スマートクライアントアドインにより実行され
、
　　　前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションに関するデータスト
ア内に前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーション用のオブジェクトを
作成するステップであって、前記データストア内に格納されるオブジェクトは、前記協調
スケジューリング／メッセージングアプリケーションについての名前空間内のクラスから
インスタンス化され、前記スマートクライアントアドインについての名前空間内のクラス
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は、前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーション内のクラスを集約し且
つ前記ＣＲＭアプリケーション内のオブジェクトと対応する、ステップと、
　　　前記ＣＲＭアプリケーションに関する前記第１のデータ項目内の関連データにアク
セスするステップと、
　　　前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションのオブジェクトに、
アクセスされた前記関連データを、自動的に追加するステップと、
　　　前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションのオブジェクトに、
デフォルトデータを、追加するステップと、
　　　前記アクセスされた関連データおよびデフォルトデータを有する、前記協調スケジ
ューリング／メッセージングアプリケーションのオブジェクトをユーザが編集することを
許可するステップと
　　を含み、
　前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションのオブジェクトを、前記
第２のデータ項目として、前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーション
に関するデータストア内に格納するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーション用の第３のデータ項目を
、前記ＣＲＭアプリケーション用の第４のデータ項目に変換するステップをさらに備える
ことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項３】
　前記第１のデータ項目は、前記ＣＲＭアプリケーションと関連するフォーマット内の、
機会オブジェクト、活動オブジェクトまたは連絡先オブジェクトであることを特徴とする
請求項１に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項４】
　前記ＣＲＭアプリケーションは、ＣＲＭデータを使用し、
　前記第１のデータ項目は、ＣＲＭデータを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項５】
　前記スマートクライアントプラットフォームからＣＲＭデータを閲覧および修正するス
テップをさらに備えたことを特徴とする請求項４に記載のコンピュータにより実行される
方法。
【請求項６】
　前記スマートクライアントプラットフォームを使用し、前記ＣＲＭアプリケーション以
外の１つまたは複数のシステムからのアカウントデータにアクセスするステップをさらに
備え、前記アカウントデータは、前記第１のデータ項目に関連付けられた前記ＣＲＭアプ
リケーション内のアカウントに関係することを特徴とする請求項５に記載のコンピュータ
により実行される方法。
【請求項７】
　データを変換するためのコンピュータにより実行される方法であって、
　協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションのオブジェクトを備える第１
のデータ項目をアプリケーションプラットフォーム用のＣＲＭオブジェクトを備える第２
のデータ項目に変換するため、前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーシ
ョンを通じて入力を受け取るステップと、
　スマートクライアントプラットフォーム用の前記第１のデータ項目にアクセスするステ
ップであって、前記スマートクライアントは、前記協調スケジューリング／メッセージン
グアプリケーションと、アドインコンポーネントとを含むステップと、
　前記スマートクライアントプラットフォーム用の前記第１のデータ項目を、アプリケー
ションプラットフォーム用の第２のデータ項目に変換するステップと、
　　ここで当該変換するステップは、前記スマートクライアントのアドインにより実行さ
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れ、
　　　前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーションの名前空間に基づき
前記ＣＲＭオブジェクトを作成するステップであって、前記アドインコンポーネントにつ
いての名前空間内のクラスは、前記協調スケジューリング／メッセージングアプリケーシ
ョン内のクラスを集約し、前記クラスは、前記アプリケーションプラットフォーム内のオ
ブジェクトと対応する、ステップと、
　　　前記第１のデータ項目を備える前記協調スケジューリング／メッセージングアプリ
ケーションのオブジェクト内の関連データにアクセスするステップと、
　　　作成された前記ＣＲＭオブジェクトに、アクセスされた前記関連データを、自動的
に追加するステップと、
　　　前記ＣＲＭオブジェクトに、デフォルトデータを、追加するステップと、
　　　前記関連データおよびデフォルトデータを含む前記ＣＲＭオブジェクトをユーザが
編集することを許可するステップと
　　を含み、
　前記第２のデータ項目を、前記ＣＲＭオブジェクトとして、前記協調スケジューリング
／メッセージングアプリケーションに関するデータストア内に前記協調スケジューリング
／メッセージングアプリケーションが格納するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記アプリケーションプラットフォームは、ＣＲＭシステムに対応することを特徴とす
る請求項７に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項９】
　前記変換の後で、前記第２のオブジェクトをＣＲＭシステムに同期するステップをさら
に備えることを特徴とする請求項８に記載のコンピュータにより実行される方法。
【請求項１０】
　プロセッサ可読コードが含まれる１つまたは複数のプロセッサ可読記憶装置であって、
前記プロセッサ可読コードは、請求項１乃至９の何れか１項に記載の方法を実行するよう
に１つまたは複数のプロセッサをプログラミングするためのものであることを特徴とする
プロセッサ可読記憶装置。
【請求項１１】
　記憶装置と、
　通信インタフェースと、
　前記記憶装置および前記通信インタフェースと通信する１つまたは複数のプロセッサで
あって、
　　前記１つまたは複数のプロセッサは、装置の外部のアプリケーションとインタフェー
スするためにスマートクライアントを実装し、
　　前記スマートクライアントは、協調スケジューリング／メッセージングアプリケーシ
ョンと、アドインコンポーネントとを含み、
　　前記スケジューリング／メッセージングのシステムは、アプリケーションのデータを
閲覧および修正するために前記外部のアプリケーションに対するポータルとして実行し、
　　前記１つまたは複数のプロセッサは、第１のフォーマットに関連する前記アプリケー
ションと、第２のフォーマットに関連する前記スマートクライアントの間でデータ項目を
変換することが可能であり、
　　前記データ項目は、変換されたデータ項目から対応するデータ項目に対する参照を含
み、
　　前記第１の組のデータ項目は、前記記憶装置内の前記協調スケジューリング／メッセ
ージングアプリケーションに関するデータストア内のオブジェクトであり、
　　前記第２の組のデータ項目は、前記記憶装置内の前記協調スケジューリング／メッセ
ージングアプリケーションに関するデータストア内のオブジェクトであり、
　　前記外部のアプリケーションを表現する前記協調スケジューリング／メッセージング
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アプリケーションに関するデータストア内に格納されるオブジェクトは、前記協調スケジ
ューリング／メッセージングアプリケーションについての名前空間内のクラスからインス
タンス化され、
　　前記アドインコンポーネントについての名前空間内のクラスは、前記メッセージング
／スケジューリングアプリケーション内のクラスを集約し且つ前記外部のアプリケーショ
ン内のオブジェクトと対応する、
１つまたは複数のプロセッサと
　を備えたことを特徴とするデータを変換することが可能な装置。
【請求項１２】
　前記装置の外部のアプリケーションは、ＣＲＭシステムの一部であり、
　前記ＣＲＭシステムは、ＣＲＭデータを使用し、
　前記データ項目は、ＣＲＭデータを含み、
　前記スケジューリング／メッセージングシステムは、前記通信インタフェースを介して
前記ＣＲＭシステムと通信する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スマートクライアントを使用し、別のアプリケーションとインタフェースす
ることに関する。
【背景技術】
【０００２】
　顧客関係管理（ＣＲＭ）は、顧客を識別し、獲得し、保持するための一体化された手法
である。ＣＲＭは、複数のチャネル、部門、営業科目、地理を跨いで組織が顧客対話を管
理および調整することを可能にすることによって、組織が顧客の価値を最大化し、企業パ
フォーマンスを優れたものにする助けとなる。
【０００３】
　今日の組織は、ウェブ、コールセンタ、現地販売、ディーラ、パートナネットワークを
含めて、複数のコミュニケーションチャネルを跨いで顧客対話を管理しなければならない
。また、多数の組織は、多数の顧客が重なり合う複数の営業科目を有する。挑戦課題は、
顧客が、顧客の望む任意の方法、すなわち、いつでも、任意のチャネルを介して、任意の
言語または通貨で組織とビジネスを行うことを容易にすることであり、顧客に、あらゆる
接触点（ｔｏｕｃｈ　ｐｏｉｎｔ）で顧客を理解する単一の、統一された組織と取引して
いると感じさせることである。
【０００４】
　ＣＲＭは、プロセスを合理化し、販売員、マーケティング員、サービス員に、より良好
な、より完全な顧客情報を提供することによって、組織が、より利益になる顧客関係と、
削減された営業費とを確立することを可能にする。販売組織は、販売サイクルを短縮し、
営業員当たり収入、平均発注規模、顧客当たり収入など、鍵となる販売パフォーマンスメ
トリクスを高めることができる。マーケティング組織は、キャンペーン応答率、および市
場主導の収入を増し、同時に、リードジェネレーションコストおよび顧客獲得コストを削
減することができる。顧客サービス組織は、サービスエージェント生産性および顧客保持
を高め、一方、サービスコスト、応答時間、要求解決時間を削減することができる。満足
した忠誠な顧客を生み出す会社は、リピートビジネスを有し、顧客獲得コストがより低く
なり、より強いブランド価値を構築する可能性が高くなり、それらすべてが、よりよいパ
フォーマンスに変換される。
【０００５】
　ＣＲＭ手法を実施するために、組織は、ＣＲＭソフトウェアを使用している。たとえば
、組織は、関係を十分詳しく説明するその顧客に関するデータベース（または他のデータ
構造）を構築し、その結果、管理者、販売員、サービス員、およびパートナが、情報に直
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接アクセスし、顧客ニーズを製品計画および提供物と合致し、顧客にサービス要件につい
て想起させ、顧客が他のどの製品を購入したか理解し、様々な顧客についてサービス履歴
を理解し、販売努力とマーケティング努力を調整することができる可能性がある。したが
って、ＣＲＭソフトウェアは、（それだけには限らないが）顧客についての連絡情報、販
売履歴、セールスリード情報、顧客に代わって行われる様々な活動、販売機会、および／
または他のデータを格納するデータ構造を含むことができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＣＲＭソフトウェアは、組織にとって、投資に対して実質的な利益を提供することがで
きるが、ＣＲＭシステムを実装している組織すべてがＣＲＭシステムを適正に利用しては
いない。たとえば、多数の従業員が、通常、ＣＲＭシステムにログインしていない。特定
のセールスリードが創出された、あるいは他の活動が計画または実行されたとき、データ
を記録するためにＣＲＭシステムへのアクセスを探し求めることは必ずしも好都合でない
。場合によっては、組織の従業員が、ＣＲＭソフトウェアシステムを使用するように適正
に訓練されていない。一部の従業員はＣＲＭシステムにアクセスするための方法を全く知
らない可能性がある。多数のＣＲＭシステムは、個人の大量の訓練を必要とする特注ソリ
ューションである。したがって、多数のＣＲＭシステムは、投資に対する利益を最大化す
るように十分利用されていない。
【０００７】
　さらに、ＣＲＭデータおよびプロセスは、組み合わせられない複数のデータストアまた
はシステム内にある可能性がある。これは、ＣＲＭユーザがこのトランザクション情報、
契約（ｅｎｇａｇｅｍｅｎｔ）情報、プロフィル情報を組み合せ、顧客の完全な関係を完
全に理解するのに、障壁を生み出す。
【０００８】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、スマー
トクライアントを使用し、別のアプリケーションとインタフェースするための、アプリケ
ーションオブジェクトとスマートクライアントオブジェクトの間の変換を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　ＣＲＭシステムの上述の問題に対する、提案されているソリューションは、周知の、い
つも使用されているソフトウェアアプリケーションをＣＲＭシステムに対するスマートク
ライアントとして使用することである。アプリケーションが周知であるため、組織は、従
業員を訓練する負担が少なくなることになる。アプリケーションが、しばしば使用される
アプリケーション、たとえばスケジューリングやメッセージングを実行する、通常動作し
ているデスクトップアプリケーションである場合には、従業員が（たとえば、スマートク
ライアントを介して）ＣＲＭシステムにアクセスすることがより好都合になり、したがっ
て、従業員は、スマートクライアントを使用することによって、システムをより多く利用
することになる。
【００１０】
　一例では、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標
）を、アドインソフトウェアを用いてＣＲＭシステムとして使用することができる。しか
し、本明細書で述べられている技術は、より一般的に使用することもできる。すなわち、
本明細書で述べられている技術は、ＣＲＭシステムに加えて、様々なタイプのエンタープ
ライズアプリケーションのためのスマートクライアントソリューションとして使用するこ
ともできる。同様に、本明細書で述べられている技術は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）以
外のアプリケーションに基づくスマートクライアントにも当てはまる。
【００１１】
　一実施形態では、エンタープライズアプリケーション（たとえば、ＣＲＭシステム）の
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ためのスマートクライアントソリューションは、基本アプリケーション（たとえば、Ｍｉ
ｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｕｔｌｏｏｋ）と、その基本アプリケーションとインタフェースする
アドインソフトウェアとを含む。アドインソフトウェアは、基本アプリケーションを使用
し、エンタープライズアプリケーションのデータおよび機能にアクセスすることを可能に
する。アドインソフトウェアは、基本アプリケーション用のデータストア内の（エンター
プライズアプリケーション内のデータに対応する）項目にアクセスするためのインタフェ
ースマネージャと、エンタープライズアプリケーションと（ウェブサービスを介して）通
信する通信エージェントと、インタフェースマネージャおよび通信エージェントと通信し
、基本アプリケーション用のデータストアとエンタープライズアプリケーションとの間で
データを同期する同期マネージャとを含む。同期に加えて、スマートクライアントデータ
をも、基本アプリケーション用のデータに、また基本アプリケーション用のデータから変
換することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明を適用できる実施形態を詳細に説明する。
【００１３】
　Ｉ．ユーザインタフェース　
　ＣＲＭシステムのより多くの受入れと使用を可能にするために、ＣＲＭシステムと対話
するためにスマートクライアントを使用することが提案される。スマートクライアントの
一例は、ユーザがすでに快適に使え、熟知している既存のアプリケーションと、そのアプ
リケーションに対するアドイン（Add-InまたはAddIn）との組合せから作成することがで
きる。ユーザが快適に使え、熟知している既存のアプリケーションの一例は、コラボレー
ション、メッセージング、および／またはスケジューリングアプリケーションである。コ
ラボレーション、メッセージング、および／またはスケジューリングアプリケーションの
一例は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）で
ある。しかし、本明細書で述べられている様々な態様は、他のコラボレーション、メッセ
ージング、および／またはスケジューリングアプリケーション、ならびに他のアプリケー
ションを使用して実施することができる。
【００１４】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）は、スマートクライアントアドインと組み合せ、ＣＲＭシ
ステム内のデータにアクセスすることができるスマートクライアントを作成することがで
きる。スマートクライアントアドインは、様々な手段を介して、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商
標）など基本アプリケーションとインタフェースすることができるソフトウェアを含む。
たとえば、アドインは、ライブラリ、アプリケーションプログラムインタフェース、ソフ
トウェア開発キット、または他のインタフェースを利用することができる。
【００１５】
　一実施形態では、スマートクライアントは、ユーザのワークフロー内でリッチアプリケ
ーションデータを操作する助けとなり、ローカルマシン上にあり、シッククライアントの
豊かなユーザインタフェース体験を有し、ウェブをベースとするコンピューティングに関
連するシンクライアントの柔軟性を有するアプリケーション（またはアプリケーションの
集合）である。いくつかの実施形態では、スマートクライアントは、異種のコンピュータ
システム、プログラミング言語、ソフトウェアアプリケーション間でデータの交換を可能
にする、広く受け入れられたコンピュータ業界標準である拡張マークアップ言語（ＸＭＬ
）に基づくウェブサービスを「コンシュームする」、またはそれと対話することができる
。スマートクライアントは、クライアントデバイスのローカルな処理力を利用し、特定の
ネットワークの帯域幅の能力にきわめて依存する、純粋なウェブをベースとするコンピュ
ーティング（たとえば、ウェブブラウザなどシンクライアント）においてしばしば見つか
らない割増しの性能を提供することができる。（本明細書で述べられているスマートクラ
イアントを含む）多数のスマートクライアントは、オンラインでもオフラインでも使用す
ることができ、接続されていないときですら、確実に生産性が損なわれないようにする。
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スマートクライアントはまた、インターネット、ローカルクライアント、または任意の移
動デバイスを介して、広範なアクセス可能性および可用性を提供する。
【００１６】
　本明細書で述べられている技術は、多数の異なるスマートクライアント、および多数の
異なるターゲットアプリケーションと共に使用することができる。例示のために、下記の
考察では、アドインソフトウェアと共にＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）を含むスマートクラ
イアントの実装が利用されることになる。この例のターゲットアプリケーションは、Ｓｉ
ｅｂｅｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ．のＣＲＭシステムである。スマートクライアントア
ドインにより、ユーザがＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）を使用してＳｉｅｂｅｌ　ＣＲＭシ
ステム内のＣＲＭデータにアクセスすることが可能になる。スマートクライアントアドイ
ンによって提供される機能の大部分は、Ｓｉｅｂｅｌデータおよび機能の周りでラップさ
れることになる。ＣＲＭシステムのあらゆる機能がスマートクライアントアドインによっ
て実装されることになるわけではない。逆に、スマートクライアントは、日毎に専門家に
よって実行される最も一般的な機能を使用可能にしようと試み、一方、より深いＣＲＭ機
能は、シンオンラインクライアントを介して使用可能とすることができる。ＣＲＭデータ
はまた、オフラインモードでＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）内で使用可能となる。
【００１７】
　図１は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）内のスマートクライアントアドインによって提供
されるグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）の一例を提供する。ＧＵＩは、トッ
プレベルメニュー１０、ツールバー１２、ナビゲーションペイン１４、リストペイン（pa
ne）１６、詳細ペイン１８を含む。トップレベルメニュー１０は、Ｆｉｌｅ（ファイル）
、Ｅｄｉｔ（編集）、Ｖｉｅｗ（表示）、Ｇｏ（移動）、Ｔｏｏｌｓ（ツール）、Ａｃｔ
ｉｏｎｓ（アクション）、ＭｙＣＲＭ、Ｈｅｌｐ（ヘルプ）など諸見出しを含む。メニュ
ー項目Ｆｉｌｅ、Ｅｄｉｔ、Ｖｉｅｗ、Ｇｏ、Ｔｏｏｌｓ、Ａｃｔｉｏｎｓ、Ｈｅｌｐは
、Ｏｕｔｌｏｏｋメニュー項目である。メニューＭｙＣＲＭは、スマートクライアントア
ドインによってＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）に追加された新しいメニューである。他の実
施形態では、「ＭｙＣＲＭ」と異なる他のラベルが、トップレベルメニュー用に使用され
ることになる（たとえば、「Ｃｕｓｔｏｍｅｒ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（顧客エクスプローラ
）」）。メニュー項目ＭｙＣＲＭ上でクリックすると、ＣｒｅａｔｅＮｅｗＯｐｐｏｒｔ
ｕｎｉｔｙ、ＣｒｅａｔｅＮｅｗＡｃｔｉｖｉｔｙ、ＣｒｅａｔｅＮｅｗＣｏｎｔａｃｔ
、ＳｙｎｃＭａｎａｇｅｒ、Ａｂｏｕｔ、Ｈｅｌｐのオプション群が表示される。
【００１８】
　ツールバー１２は、スマートクライアント内の様々な機能に対するショートカットを提
供する。ナビゲーションペイン１４は、スマートクライアントを介して使用可能なデータ
項目の様々なフォルダを示す。Ｃａｌｅｎｄａｒ（カレンダ）、Ｃｏｎｔａｃｔｓ（連絡
先）、Ｄｅｌｅｔｅｄ　Ｉｔｅｍｓ（削除済み項目）、Ｄｒａｆｔｓ（草稿）、Ｉｎｂｏ
ｘ（受信箱）、Ｊｏｕｒｎａｌ（日誌）、Ｊｕｎｋ（ジャンク）、Ｅ－ｍａｉｌ（電子メ
ール）、Ｎｏｔｅｓ（覚書き）を含めて、一部のフォルダは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標
）コア機能の一部である。ＭｙＣＲＭなど他のフォルダは、スマートクライアントアドイ
ンによって提供されるスマートクライアント機能の一部である。ユーザがフォルダ上でシ
ングルクリックしたとき、リストペイン１６は、そのフォルダに関連付けられた項目のリ
ストで占有（ｐｏｐｕｌａｔｅ）されることになる。それ以上の詳細は、下記で提供され
ることになる。ユーザが、リストペイン１６内にリストされた項目をシングルクリックし
た場合、その特定のデータ項目に関する、より多くの詳細が、詳細ペイン１８内で提供さ
れる。ユーザが、リストペイン１６内の項目上でダブルクリックした場合、その項目に関
する詳細情報を含む新しいウィンドウがポップアップする。図２は、リストペイン１６内
の項目上でダブルクリックしたことに応答してポップアップした新しいウィンドウの一例
を提供する。ポップアップするウィンドウ内の情報は、詳細ペイン１８内で示される情報
と同様である。しかし、図２のポップアップウィンドウでは、ユーザが情報を編集するこ
とが可能になる。
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【００１９】
　スマートクライアントアドインは、ナビゲーションペイン１４のフォルダ構造内のＣＲ
Ｍデータを表す、それ自体のフォルダ階層を有する。ユーザが、ＣＲＭデータの階層の頂
部のフォルダ上でダブルクリックしたか、それともユーザがそのフォルダの隣の「＋」符
号上でクリックしたとき、そのフォルダの子フォルダが表示されることになる。一実施形
態では、子フォルダには、Ｌｉｎｋｓ、ＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓ、ＭｙＡｃｔｉｖｉｔｉｅ
ｓ、ＭｙＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ、ＭｙＣｏｎｔａｃｔｓ、Ｓｉｅｂｅｌ、Ｓｙｓｔ
ｅｍが含まれる。フォルダＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓは、ＣＲＭデータがこの特定のユーザに
とって使用可能である各アカウントについて１つのサブフォルダを含む。アカウントフォ
ルダのそれぞれ（たとえば、Ｂｅｃｈｔｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｂｅｃｈｔｅｌ
　Ｎｅｖａｄａ　Ｃｏｒｐ．、Ｂｅｃｈｔｅｌ　Ｐｌａｎｔ　Ｍａｃｈｉｎｅｒｙ、Ｌｅ
ｖｉ　Ｓｔｒａｕｓｓ　＆　Ｃｏ．）は、Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ、Ｃｏｎｔａｃｔｓ、Ｏ
ｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ用のサブフォルダを有する。
【００２０】
　ＣＲＭアプリケーションは、多数の異なるタイプのデータ項目を含む。ＣＲＭアプリケ
ーション内の使用可能なデータ項目のうち３つには、活動、連絡先、機会（ａｃｔｉｖｉ
ｔｉｅｓ、ｃｏｎｔａｃｔｓ、ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ）が含まれる。活動は、ある
顧客に関して行われる何らかの進行中の活動についての情報を格納するデータレコードで
ある。これは、販売活動、マーケティング活動、サービス活動などである可能性がある。
連絡先項目は、名前、住所など連絡先データを含む。機会項目は、ある顧客に関連する様
々な機会についてのデータを含む。これには、マーケティング機会、販売機会などが含ま
れる可能性がある。本明細書で述べられている技術のために、これらのデータ項目用の特
定のフォーマットは必要とされない。様々な機会データ項目、活動データ項目、連絡先デ
ータ項目がＣＲＭアプリケーション内に存在する。さらに、他のタイプのデータ項目もま
た、ＣＲＭアプリケーション内に存在する。上記で論じたように、一実施形態では、スマ
ートクライアントは、あらゆるタイプのデータ項目にアクセスするように設計されるもの
でない。したがって、一実施形態では、これらの３つのデータ項目が、アクセスを受ける
ように選ばれている。
【００２１】
　各アカウントの下のＡｃｔｉｖｉｔｙフォルダは、そのアカウントに関連付けられた活
動データ項目を格納する。各アカウントについてのＣｏｎｔａｃｔｓフォルダは、そのア
カウントに関連付けられた連絡先データ項目すべてを格納する。各アカウントについての
Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓフォルダは、そのアカウントに関連付けられた機会データ項
目すべてを格納する。フォルダＭｙＡｃｔｉｖｉｔｉｅｓは、そのユーザに関連付けられ
た活動データ項目すべてを格納する。フォルダＭｙＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓは、その
ユーザに関連付けられた機会データ項目すべてを格納する。ＭｙＣｏｎｔａｃｔｓフォル
ダ（またはＭｙ　Ｓｅｉｂｅｌ　Ｃｏｎｔａｃｔｓ）は、その特定のユーザに関連付けら
れた連絡先データ項目すべてを格納する。多くの場合、特定のデータ項目は、アカウント
の下方のフォルダ内と、Ｍｙ［Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ／Ｃｏｎｔａｃｔｓ／Ｏｐｐｏｒｔ
ｕｎｉｔｉｅｓ］フォルダ内とに表示される可能性がある。
【００２２】
　マウスのシングルクリックによってＭｙＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓフォルダを選択す
ると、そのユーザがその活動チームの一部である機会レコードがリストペイン内でリスト
される。任意の機会項目上でダブルクリックすると、カスタムな機会フォームがポップア
ップする。このフォームは、ユーザが機会詳細情報間で切り替えることができるタブを含
む。
【００２３】
　ＭｙＡｃｔｉｖｉｔｉｅｓフォルダを選択すると、活動のリストがリストペイン内で表
示される。これらの活動は、そのユーザによって所有される、またはそのユーザがこれら
の活動のための従業員グループの一部である。ユーザは、リストペイン内の任意の活動上
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。
【００２４】
　ＭｙＳｉｅｂｅｌＣｏｎｔａｃｔｓフォルダは、ＣＲＭシステム内における場合と同じ
可視化規則（ｖｉｓｉｂｉｌｉｔｙ　ｒｕｌｅｓ）を有する連絡先を含む。これらの連絡
先は、そのユーザがそのチームの一員である、あるいはそのユーザが連絡先チームの一部
であるアカウントに関連付けられる。連絡先項目上でダブルクリックすると、より多くの
詳細と共にポップアップウィンドウが現れる。
【００２５】
　図１内のＳｉｅｂｅｌ　４．０フォルダ上でクリックすると、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商
標）のコンテキスト内でＳｉｅｂｅｌ　ＣＲＭシステムのインスタンスが開き、機会管理
ビューに進む。Ｌｉｎｋｓフォルダ上でダブルクリック（または、Ｌｉｎｋｓフォルダの
隣の「＋」記号上でシングルクリック）すると、予め定義されたカスタマイズ可能なリン
クが表示される。任意のこれらのリンク上でクリックすると、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標
）のコンテキスト内でブラウザインスタンスが開き、そのリンクによって定義された関連
ウェブサイトに進む。
【００２６】
　Ｓｙｓｔｅｍフォルダは、システム管理機能用に用意される。このフォルダは、Ｓｙｎ
ｃＥｒｒｏｒｓという名称のサブフォルダを含む。ＳｙｎｃＥｒｒｏｒｓサブフォルダは
、ＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙＳｙｎｃＥｒｒｏｒｓ、ＡｃｔｉｖｉｔｙＳｙｎｃＥｒｒｏｒ
ｓ、ＣｏｎｔａｃｔＳｙｎｃＥｒｒｏｒｓのサブフォルダ群を含む。これらのフォルダは
、同期プロセス中に衝突に巻き込まれたレコードを含むことになる。ユーザは、これらの
フォルダのそれぞれの中でレコードを読み取ることが可能になる。これらのレコードは、
読取り専用である。しかし、ユーザは、ＳｙｎｃＥｒｒｏｒｓ諸フォルダ内でこれらのレ
コードを削除することが許される。
【００２７】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）内のリストペインは、ＣＲＭフォルダに合わせてカスタマ
イズすることができる。Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）は、リストペインのために、ＸＭＬ
（Extensible Markup Language）をベースとするビュー定義を関連付けるための方法を提
供する。この定義は、表示される列の指定と、リスト内の行のフォーマット化とを可能に
する。以下は、ＸＭＬ定義例である。
【００２８】
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【００２９】
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【数２】

【００３０】
　ＩＩ．ワークフロー　
　図３は、スマートクライアントを使用してアカウントを閲覧、編集、作成するための一
実施形態について述べる流れ図である。ステップ１０２では、ユーザは、ナビゲーション
ペイン１４から「ＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓ」フォルダをダブルクリックすることになる。こ
れにより、ステップ１０４で、個々のアカウントすべてについて子フォルダが表示される
ことになる。たとえば、図１のＧＵＩは、４つの別々のアカウント（Ｂｅｃｈｔｅｌ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｂｅｃｈｔｅｌ　Ｎｅｖａｄａ　Ｃｏｒｐ．、Ｂｅｃｈｔｅｌ　
Ｐｌａｎｔ　Ｍａｃｈｉｎｅｒｙ、Ｌｅｖｉ　Ｓｔｒａｕｓｓ　＆　Ｃｏ．）について個
々のフォルダを示す。他の実施形態では、ユーザは、フォルダの隣の「＋」上でシングル
クリックすることができる。ステップ１０６では、サブフォルダの１つが選択される。す
なわち、ユーザは、特定のアカウントを選ぶ。ユーザがそのフォルダ上でダブルクリック
（またはそのフォルダの隣の「＋」上でシングルクリック）した場合、ステップ１０８で
、そのアカウントフォルダについて子フォルダが表示される。一実施形態では、１組の子
フォルダが、そのアカウントについて活動、連絡先、機会のためのフォルダを含むことが
できる。たとえば、図１は、Ｌｅｖｉ　Ｓｔｒａｕｓｓ　＆　Ｃｏ．用の子フォルダを示
す。他の実施形態では、他の子フォルダもまた使用することができる。ステップ１１０で
は、リストペイン１６がその特定のアカウントについて表示される。たとえば、図１は、
３つの項目、すなわちアカウントプロフィル、ＰＳＳ事項（ｉｎｃｉｄｅｎｔｓ）、ＭＳ
販売履歴を有するリストペインを示す。ステップ１０６において、フォルダ上でシングル
クリックすることによってフォルダが選択された場合には、システムは、必ずしも子フォ
ルダを表示することなしにリストペインを表示する（ステップ１１０）ことになることに
留意されたい。リストペイン内で表示されたアカウントプロフィル項目は、アカウント情
報を格納する。リストペイン内のＰＳＳ事項項目は、そのアカウントに関連付けられた顧
客についてのサービス事項に関係する情報を格納する。販売履歴項目は、その特定のアカ
ウントについて販売履歴に関する情報を提供する。他の実施形態では、リストペイン内に
追加の異なる項目が存在することができる。
【００３１】
　ステップ１１２では、リストペイン内の項目のうち１つが選ばれる。項目がシングルク
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リックで選ばれた場合（ステップ１１４）には、リストペイン内の項目に関連付けられた
情報が、詳細ペイン１８内で開示される。（一例として、図１参照）。典型的には、詳細
ペイン１８内で表示された情報は、読取り専用である。その情報を編集することは可能と
することができるが、その情報は、詳細ペイン１８内で編集可能ではない。ユーザが情報
を編集したいと望む場合、ユーザは、リストペイン内の項目をダブルクリックすることに
なり（ステップ１１２）、これによりシステムは、ポップアップフォームを提供すること
になる（１１６）。図２は、ポップアップの一例である。一部の、またはすべての情報を
ポップアップフォーム内で編集することができる。ステップ１１８では、システムは、ポ
ップアップフォーム内で一部の、またはすべての情報を編集するユーザからデータを受け
取ることができる。その情報は、ステップ１２０で記憶される。典型的には、ユーザは、
保存ボタン上でクリックすることによって情報を記憶することができる。図２内のウィン
ドウは、クローズボタンと、「Ｖｉｅｗ　ｉｎ　Ｓｉｅｂｅｌ（Ｓｉｅｂｅｌ内で表示）
」ボタンとを含むことに留意されたい。ユーザが「ｃｌｏｓｅ（クローズ）」ボタン上で
クリックした場合、図２のウィンドウは、情報を保存せずに閉じられることになる。ユー
ザが「Ｖｉｅｗ　ｉｎ　Ｓｉｅｂｅｌ」ボタン上でクリックした場合には、ポップアップ
ブラウザウィンドウが表示されることになり、Ｓｉｅｂｅｌ　ＣＲＭシステムから直接情
報を表示するために、（そのブラウザウィンドウ内で）Ｓｉｅｂｅｌ　ＣＲＭシステムに
接続されることになる。
【００３２】
　図１のＧＵＩと対話している間、いつでもユーザは、「ＭｙＣＲＭ」メニューを選ぶこ
とができる。そのメニューから、選択肢の１つは「ｃｒｅａｔｅ　ａｎ　ａｃｃｏｕｎｔ
（アカウントを作成）」である。ユーザが「ｃｒｅａｔｅ　ａｎ　ａｃｃｏｕｎｔ」オプ
ションを選んだ場合（ステップ１４０）には、ユーザには、ステップ１１６のポップアッ
プフォームが提供されることになる。データをそのポップアップフォームに挿入し（ステ
ップ１１８）、保存する（ステップ１２０）ことができる。わかるように、ユーザがリス
トペイン内の「ａｃｃｏｕｎｔ　ｐｒｏｆｉｌｅ（アカウントプロフィル）」上でダブル
クリックしたことに応答して表示される、図２に表示されているポップアップフォームは
、ｓｉｔｅ（所在地）、ａｄｄｒｅｓｓ　１（住所１）、ａｄｄｒｅｓｓ　２（住所２）
、ａｄｄｒｅｓｓ　３（住所３）、ｃｉｔｙ（市）、ｓｔａｔｅ（州）、ＺＩＰ　ｃｏｄ
ｅ（郵便番号）、ｃｏｕｎｔｒｙ（国）、ｍａｉｎ　ｐｈｏｎｅ　ｎｕｍｂｅｒ（代表電
話番号）、ｍａｉｎ　ｆａｘ　ｎｕｍｂｅｒ（代表ファックス番号）、ｗｅｂｓｉｔｅ（
ウェブサイト）、ｐａｒｅｎｔ　ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ（親会社）、ｍａｒｋｅｔ　
ｓｕｂ－ｓｅｇｍｅｎｔ（市場下位区分）、ｐａｒｅｎｔｉｎｇ　ｌｅｖｅｌ（ペアレン
ティングレベル）、ｉｎｄｕｓｔｒｙ（業界）、ｓｕｂｓｉｄｉａｒｙ（子会社）、ｓａ
ｌｅｓ　ｒｅｇｉｏｎ（販売広域区）、ｓａｌｅｓ　ｄｉｓｔｒｉｃｔ（販売地区）、ｓ
ｕｂ　ｄｉｓｔｒｉｃｔ（小区域）、ＩＤ、ｐａｒｅｎｔ　ｓｉｔｅ（親所在地）、ｖｅ
ｒｔｉｃａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ（垂直位置）、ｃａｔｅｇｏｒｙ（カテゴリ）、ａｃｃ
ｏｕｎｔ　ｏｗｎｅｒ（アカウント所有者）、ａｎｎｕａｌ　ｒｅｖｅｎｕｅ（年間収入
）、ＩＴ　ｂｕｄｇｅｔ（ＩＴ予算）のフィールド群を含む。図２のフォームは、複数の
タブを有する。上述のフィールドは、すべてアカウントプロフィルタブ内にある。このタ
ブは、他のタブすべての要約を提供することができる。「ａｄｄｒｅｓｓ（住所）」タブ
は、特定の住所が１次住所であるかどうかの指示、ならびにｓｉｔｅ、ａｄｄｒｅｓｓ　
１、ａｄｄｒｅｓｓ　２、ａｄｄｒｅｓｓ　３、ｃｉｔｙ、ｓｔａｔｅ、ＺＩＰ　ｃｏｄ
ｅ、ｃｏｕｎｔｒｙのフィールド群を格納する。「ｔｅａｍ（チーム）」タブは、そのア
カウントについて特定のチームの一員である人すべてをリストする。このタブは、各人に
ついて、名、姓、別名をリストする。
【００３３】
　ユーザは、「ｈｉｅｒａｒｃｈｙ（階層）」タブをクリックしたとき、そのアカウント
に関係する他のアカウントと共に、選択されたアカウントが階層で示されるのを見ること
になる。そのユーザに属するこれらのアカウントには、そのアカウント名上でダブルクリ
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ックすることによってアクセスすることができる。ユーザが、階層ウィンドウ内のアクセ
ス可能なアカウント上でマウスのシングルクリックを行ったとき、ナビゲーションペイン
内の「ＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓ」フォルダ内のアクティブフォーカスは、そのアカウントに
シフトするはずであり、ポップアップ画面は、リフレッシュし、（ユーザがシングルクリ
ックで選択した）アカウント用のデータを表示することになり、規定値の情報タブになる
。「ＩＴ　ｂｕｄｇｅｔ」タブをクリックすることにより、システムは、予算の総額、Ｃ
ＲＭシステムの所有者に関連していくら費やすべきか、および通貨を含めて、会計年度ご
とにＩＴ予算情報を表示することになる。
【００３４】
　アカウントプロフィル以外のリストペイン内の項目の１つを選択すると、システムが、
リストペイン内のその特定の項目に関係するデータを得るために、外部システムにアクセ
スすることになる。この外部システムは、リモートマシン上にある可能性が高い。したが
って、サービス事項についての情報を記憶するために別個のシステムが存在する可能性が
ある。リストペイン内で「ＰＳＳ　ｉｎｃｉｄｅｎｔｓ」を選択することにより、システ
ムは、この外部システムにアクセスし、ポップアップメニュー内で、または詳細ペイン１
８内でデータを提供することになる。いくつかの実施形態では、情報が常に読取り専用と
して提供される。他の実施形態では、ポップアップフォームは、読取りおよび書込みアク
セス可能とすることができるであろう。同様に、外部システムは、リストペイン１６内で
販売履歴項目を選択することによってアクセスされる販売履歴情報を記憶することができ
るであろう。
【００３５】
　図４は、機会、連絡先、活動、および／または他の項目を閲覧、編集、作成するための
プロセスの一実施形態について述べる流れ図である。ステップ１６０では、ＭｙＡｃｃｏ
ｕｎｔｓフォルダが選択され、ステップ１６２で、個々のアカウントについて子フォルダ
を表示させる。ステップ１６４では、その特定のフォルダ上でダブルクリックするか、そ
れともそのフォルダの隣の「＋」上でシングルクリックすることによって、特定のアカウ
ントのうち１つが選ばれる。ステップ１６６では、機会、活動、連絡先用のサブフォルダ
を含めて、そのアカウントの機能（ｆｅａｔｕｒｅｓ）のそれぞれについてサブフォルダ
が表示される。他の実施形態では、ＣＲＭシステムの他の特徴のためのサブフォルダが存
在する可能性がある。ステップ１６８では、ある特徴のためのサブフォルダのうち１つが
選択される。サブフォルダを選択したことに応答して、適切な情報がリストペイン１６内
で表示される（ステップ１７０）。たとえば、Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙフォルダが選択さ
れた場合、リストペインは、機会項目のリストを表示することになる。Ｃｏｎｔａｃｔｓ
サブフォルダが選択された場合、リストペインは、連絡先項目のリストを表示することに
なる。Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓサブフォルダが選択された場合、リストペインは、活動のリ
ストを表示することになる。
【００３６】
　ステップ１６０から１７０について、アカウントを、次いでそのアカウント用のサブフ
ォルダを選択するプロセスを参照しながら上記で述べた。別法として、ステップ１９２で
、ユーザは、ＭｙＡｃｔｉｖｉｔｉｅｓフォルダ、ＭｙＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓフォ
ルダ、ＭｙＣｏｎｔａｃｔｓフォルダを選択することができる。その選択に応答して、シ
ステムは、リストペイン内で、システムを現在使用しているユーザの別名に関連付けられ
た適切な活動、連絡先、または機会すべてを表示することになる。ステップ１７２では、
リストペイン内の項目のうち１つが選択される。選択が、リストペイン内の項目上でシン
グルクリックすることによって行われた場合には、ステップ１７４で、詳細ペイン１８が
、その特定の項目の詳細を表示することになる。ステップ１７２で、項目上でダブルクリ
ックすることによって項目が選択された場合には、ステップ１７６でポップアップフォー
ムが表示されることになる。ユーザは、ステップ１７８で、一部の、またはすべてのデー
タを編集する機会を有することになる。次いでステップ１８０では、ステップ１７８で受
け取られたデータが記憶されることになる。
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【００３７】
　さらに、図１のＧＵＩを動作させている間に、ユーザは、「ＭｙＣＲＭ」メニューを選
び、新しい項目（活動、連絡先、機会など）を作成することを要求することができる。ス
テップ１９０におけるその選択に応答して、システムは、ステップ１７６でポップアップ
フォームを提供することになる。次いで、ユーザはデータを提供することが可能になり、
そのデータは、ステップ１７８で受け取られ、ステップ１８０で記憶されることになる。
新しい項目が作成されたとき、システムは、その新しい項目にローカル識別（Ｌｏｃａｌ
ＩＤ）を割り当てることになる。このＬｏｃａｌＩＤは、その項目がＣＲＭシステムに同
期され、ＣＲＭシステムがＣＲＭ識別（ＳｅｒｖｅｒＩＤ）を送るまで、その項目を識別
するためにシステムによって使用されることになる。ＳｅｒｖｅｒＩＤを受け取った後、
その項目は、ＳｅｒｖｅｒＩＤによって識別されることになる。
【００３８】
　一実施形態では、Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ用のポップアップフォームは、「Ｓａｖ
ｅ（保存）」ボタン、「Ｃｌｏｓｅ（クローズ）」ボタン、「Ｖｉｅｗ　ｉｎ　Ｓｉｅｂ
ｅｌ」ボタン、および様々なタブを含むことになる。一実装において、タブ群には、Ｏｐ
ｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（機会情報）、Ｔｅａｍ（チーム）、Ａｃ
ｔｉｖｉｔｉｅｓ（活動）、Ｃｏｎｔａｃｔｓ、Ｎｏｔｅｓ、Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（製品）
、Ｓｅｒｖｉｃｅｓ（サービス）、Ｐａｒｔｎｅｒｓ（パートナ）が含まれる。「Ｏｐｐ
ｏｒｔｕｎｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」タブは、機会名、会社名、作成日、販売ス
テージ（ｓａｌｅｓ　ｓｔａｇｅ）、期日、機会タイプ（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｔｙ
ｐｅ）、機会所有者（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ　ｏｗｎｅｒ）、状況、通貨コード、ライ
センシングプログラム（ｌｉｃｅｎｓｉｎｇ　ｐｒｏｇｒａｍ）、ライセンシングサブタ
イプ（ｌｉｃｅｎｓｉｎｇ　ｓｕｂｔｙｐｅ）、このクライアントについて予測があるか
どうかを示すフラグ、これがクリティカルな取引であるかどうかを示すフラグ、締め日、
説明のフィールド群を含む。「Ｔｅａｍ」タブは、その機会に関連付けられたアカウント
について、チームの一員である人を含むことになる。「Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ」タブは、
その機会に関連付けられた活動すべてのリストを有することになる。「Ｃｏｎｔａｃｔｓ
」タブは、その機会に関連付けられた連絡先すべてのリストを有することになる。「Ｎｏ
ｔｅｓ」は、その機会に関連付けられたユーザの誰かによって書かれた覚書きを含むこと
ができる。「Ｓｅｒｖｉｃｅｓ」は、その機会に関連付けられたサービスを示す。「Ｐａ
ｒｔｎｅｒｓ」は、その特定の機会に関係するＣＲＭの所有者に関連付けられた任意のビ
ジネスパートナを示す。
【００３９】
　リストペイン内の「Ａｃｔｉｖｉｔｙ」上でダブルクリックしたとき（図４のステップ
１７２）、表示されるポップアップフォームは、（「Ｓａｖｅ」ボタン、「Ｃｌｏｓｅ」
ボタン、「Ｖｉｅｗ　ｉｎ　Ｓｉｅｂｅｌ」ボタンに加えて）説明、所有者、タイプ、カ
テゴリ、目的、会社名、連絡先名、機会、期日、状況、コメントのフィールド群を含むこ
とになる。いくつかの実施形態では、ＡｃｔｉｖｉｔｉｅｓをＣｏｎｔａｃｔｓまたはＯ
ｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓに関連付けることができる。その場合には、関連付けられたＣ
ｏｎｔａｃｔｓまたはＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓについてＳｅｒｖｅｒＩＤを示すＡｃ
ｔｉｖｉｔｉｅｓフォーム内のフィールド群がある。
【００４０】
　リストペイン内の「Ｃｏｎｔａｃｔ」項目上でダブルクリックしたとき（ステップ１７
２）、ステップ１７６で表示されるポップアップフォームは、５つのタブ、すなわちＧｅ
ｎｅｒａｌ（一般）、Ｄｅｔａｉｌｓ（詳細）、Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ（活動）、Ｃｅｒ
ｔｉｆｉｃａｔｅｓ（証明書）、Ａｌｌ　Ｆｉｅｌｄｓ（全フィールド）を含むことにな
る。Ｇｅｎｅｒａｌタブは、名、姓、職位、会社、Ｆｉｌｅ　Ａｓ、電話番号、住所、電
子メールアドレス、Ｄｉｓｐｌａｙ　Ａｓ、ウェブページアドレス、インスタントメッセ
ージングアドレス、説明のフィールド群を含むことになる。「Ｄｅｔａｉｌｓ」タブは、
部門、オフィス、職業、管理職者名、アシスタント名、ニックネーム、職位、添字、配偶
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者名、誕生日、記念日、ディレクトリサーバ、電子メール別名、アドレス用のフィールド
群を含むことになる。「Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ」タブは、その連絡先に関連付けられた活
動すべてのリストを含むことになる。「Ｃｅｒｔｉｆｉｃａｔｅｓ」タブは、その連絡先
に関連付けられた証明書すべてのリストを含むことになる。「Ａｌｌ　Ｆｉｅｌｄｓ」タ
ブは、ユーザ定義フィールドのリストを含むことになる。一実施形態では、これは、部門
、ＣＲＭシステム内でこの特定の人に関するデータにアクセスするためのＵＲＬ、および
様々な属性を示す様々なフラグを含めて、ＣＲＭシステム内のデータに関連付けられたユ
ーザ定義フィールドを含むことができる。いくつかのこれらのフラグの一例には、その人
が鍵となる連絡先であるかどうか、その人が満足度調査に記入したかどうか、電子メール
をその人に送ることが許されるかどうか、郵便物（ｒｅｇｕｌａｒ　ｍａｉｌ）をその人
に送ることが許されるかどうか、電話をかけることが許されるかどうか、ファックスが許
されるかどうかの諸指示、および他の適切なデータを含む。
【００４１】
　図１はまた、「Ｌｉｎｋｓ」という名称のフォルダを示す。このフォルダは、１組のサ
ブフォルダを含む。サブフォルダのそれぞれは、別々のリンクに関連付けられる。（埋込
みＵＲＬを有する）任意のこれらのサブフォルダ上でのマウスのシングルクリックにより
、別個のブラウザウィンドウが開かれ、埋込みＵＲＬ内で指定されたサイトに進むことに
なる。一実施形態では、これらのリンクは、初期セットアップ手順の間に確立することが
できる。これらのリンクが確立された後で、ユーザは、埋込みＵＲＬに変更を加えること
ができる。また、ユーザは、ＵＲＬのリストに追加をすることができる。ユーザによって
作成された追加リンクは、同期中に更新されないことになる。一実施形態では、予め構成
されたリンクだけが同期プロセス中にリフレッシュされることになる。
【００４２】
　図５は、リンクを使用するためのプロセスについて述べる流れ図である。ステップ２０
０では、ユーザは、フォルダ上でダブルクリックするか、それともフォルダの隣の「＋」
上でクリックすることによって、「Ｌｉｎｋｓ」フォルダを選択する。ステップ２０２で
は、ステップ２００で「Ｌｉｎｋｓ」フォルダが選択されたことに応答して、子フォルダ
が表示される。ステップ２０４では、子フォルダのうち１つが、そのフォルダ上でシング
ルクリックすることによって選択される。ステップ２０６では、ブラウザウィンドウが開
かれる。ステップ２０８では、選ばれたフォルダに関連して記憶されたＵＲＬを使用し、
ＵＲＬのターゲットにアクセスする。ステップ２１０では、ターゲットサイトにあるアプ
リケーションが、動作する、または別の方法で対話を受ける。たとえば、ターゲットサイ
トは、ユーザ、活動、機会、連絡先、アカウント、ＣＲＭシステム（たとえば、Ｈｅｌｐ
）、および顧客関係管理に関する他のデータについて様々な情報を含むことができる。
【００４３】
　図６は、スマートクライアント内のリンクを使用し、ＣＲＭシステムに直接アクセスす
るためのプロセスの一実施形態について述べる流れ図である。たとえば、図１は、「Ｓｉ
ｅｂｅｌ　４．０」という名称のフォルダを示す。他の実装では、このフォルダ用の他の
名称を使用することができる。図６のステップ２６０では、その特定のＣＲＭアプリケー
ションフォルダ（たとえば、「Ｓｉｅｂｅｌ　４．０」）が選択される。ステップ２６２
では、ブラウザウィンドウが開かれる。ステップ２６４では、その特定のフォルダに関連
付けられたＵＲＬを使用し、ＣＲＭシステムに直接アクセスする。ユーザには、一般に、
ログインするためにログインページが提供され、ユーザは、ＣＲＭシステムのどの使用可
能な機能にもアクセスすることができる。いくつかの実施形態では、ログイン情報は、ス
マートクライアント内で記憶することができ、それによって、ユーザは、ログインページ
を迂回し、ＣＲＭシステムに自動的にログインすることが可能になる。
【００４４】
　ＩＩＩ．構成要素　
　図７は、本明細書で述べられているシステムを実装するためのアーキテクチャの一実施
形態について述べるブロック図である。図７は、図１および図２のＧＵＩと、図３～６に
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よって述べられているプロセスとを実装するスマートクライアント３００を示す。スマー
トクライアント３００を使用し、ＣＲＭシステム用の活動オブジェクト、機会オブジェク
ト、連絡先オブジェクトを作成、編集、削除することができる。これらのオブジェクトは
、スマートクライアント部で記憶され、ＣＲＭシステムに同期される。スマートクライア
ント３００に関するそれ以上の情報は、下記で提供されることになる。スマートクライア
ント３００は、ウェブサービス３０２と通信する。
【００４５】
　ウェブサービスは、それぞれが異なる１組のタスクを処理する、コードの離散単位群で
ある。（常にではないが）典型的には、ウェブサービスはＸＭＬに基づくものであり、使
用されているプログラミング言語の如何にかかわらず、プラットフォームやオペレーティ
ングシステムを跨いで呼び出すことができる。ウェブサービスは、それらのアプリケーシ
ョンがどのように構築されたか、どのオペレーティングシステムまたはプラットフォーム
上で動作するか、ウェブサービスにアクセスするためにどのデバイスが使用されるかにか
かわらず、アプリケーション同士にデータを共用させ、他のアプリケーションから機能を
起動する。ウェブサービスは、互いに独立したままとすることができるが、特定のタスク
を実行する協調グループの形に緩くリンクさせることができる。また、ウェブサービスは
、開発者が、そのアプリケーションのピースすべてを構築することと、他者によって作成
されたウェブサービスをコンシューム（使用）することの間で選ぶことを可能にする。こ
れは、個々の会社が、完全なソリューションのためにあらゆるピースを供給する必要がな
いことを意味する。ウェブサービスをエクスポーズする（発表する、提供する）能力は、
特定の団体に対して新しい収入の流れを生み出す。いくつかの実施形態では、ウェブサー
ビスは、ＳＯＡＰ（Simple Object Access Protocol）、ＸＭＬ、ＵＤＤＩ（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ，Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ，ａｎｄＩｎｔｅｇｒａｔｉｏ
ｎ）を含めて、業界標準のプロトコルによって、インターネットを介して起動される。こ
れらは一般に、ワールドワイドウェブコンソーシアム（Ｗ３Ｃ）など公共標準組織を介し
て定義される可能性がある。ＳＯＡＰは、Ｗ３Ｃによって標準化された、ＸＭＬをベース
とするメッセージング技術であり、ウェブサービスを突き止め、それらをアプリケーショ
ン内に一体化し、それらの間で通信するための必要な規則を指定する。ＵＤＤＩは、無料
で提供されるパブリックレジストリであり、そこでウェブサービスについて公表および照
会することができる。
【００４６】
　一実施形態では、ウェブサービス３０２は、スケーリング可能なウェブサービスを構築
および管理するためのＡＣＰ（Ａｌｃｈｅｍｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ）であ
る。スマートクライアント３００のコンテキスト内では、ＡＣＰは、バックエンドＣＲＭ
システムからＣＲＭデータ動作をエクスポーズする様々なＣＲＭウェブサービスを提供す
る。一実施形態では、ＣＲＭシステムがＳｉｅｂｅｌシステムであるとき、Ｓｉｅｂｅｌ
データおよび動作は、２組のサービスを介してエクスポーズされる。一方の組は、Ｓｉｅ
ｂｅｌオブジェクトを取り出すためのものであり、他方の組は、Ｓｉｅｂｅｌオブジェク
トを作成および修正するためのものである。これらは、読取りサービス３１０および書込
みサービス３１２である。Ｓｉｅｂｅｌウェブサービスは、性能上の理由により、２つの
別個のサービスとして設計（ａｒｃｈｉｔｅｃｔ）される。読取りウェブサービス３１０
は、データを取り出すための最良の性能を確保するために、Ｓｉｅｂｅｌ　ＯＬＴＰ（on
line transaction processing）データベース３２０（または他のデータストア）と（イ
ンターネットを介して）直接通信する。書込みサービス３１２は、Ｓｉｅｂｅｌオブジェ
クトの作成および修正中に起動されるビジネス規則すべてを利用するために、Ｓｉｅｂｅ
ｌアプリケーションサーバ３２２と通信する。Ｓｉｅｂｅｌアプリケーションサーバ３２
２は、データストア３２０と通信する。さらに、実施形態に応じて、他のサービス３１４
を使用し、様々なデータベース（または他のタイプのデータストア）との間で読取りまた
は書込みをするために他のバックエンドミドルウェア３２４と通信することができる。た
とえば、他の第三者システムにアクセスするために使用することができる上述の様々なリ
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ンクがある。
【００４７】
　一実施形態では、スマートクライアント３００は、インターネットまたは他のタイプの
ネットワークを介してウェブサービス３０２と通信する。ウェブサービス３０２は、イン
ターネットまたは他のネットワーキングソリューションを介して、データストア３２０、
アプリケーションサーバ３２２、ミドルウェア３２４と通信する。通信は、陸線、ワイヤ
レス、または他の好適な技術を介したものとすることができる。さらに、通信は、ＴＣＰ
／ＩＰ（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）、またはその特定のアプ
リケーションに適した他のプロトコルを使用して実施することができる。
【００４８】
　一実施形態では、データストア３２０およびアプリケーションサーバ３２２を含めて、
ＣＲＭシステムは、予め存在するソフトウェアシステムである。本明細書で述べられてい
る技術は、予め存在するウェブサービス３０２および予め存在するＣＲＭシステムと対話
するためにスマートクライアント３００を実装するためのものである。スマートクライア
ント３００は、他のバックエンドミドルウェア３２４およびデータベース３２６と通信す
る他のサービス３１４を介して、ＣＲＭシステムおよび他のシステムからデータを集める
能力をさらに含む。ＣＲＭシステムは、スマートクライアントと共に使用することができ
る一連のビジネスアプリケーションの一例にすぎない。本明細書で述べられているスマー
トクライアントは、ＣＲＭシステム以外のアプリケーションと共に使用することができる
。
【００４９】
　一実施形態では、スマートクライアント３００は、ローカルマシン上で動作しており、
一方、（アプリケーションサーバ３２２およびデータストア３２０を含めて）ＣＲＭシス
テムは、ローカルマシンから離れている１つまたは複数の異なるマシン上にある。ウェブ
サービス３０２は、スマートクライアントおよびＣＲＭシステムと異なる１つまたは複数
のマシン上で動作している可能性がある。他の実施形態では、一部の、またはすべてのウ
ェブサービス３０２が、スマートクライアントまたはＣＲＭシステムと同じマシン上で動
作している可能性がある。いくつかの実施形態は、ウェブサービスを使用せず、逆にエー
ジェント３７２がＣＲＭシステム（または他のアプリケーション）に直接接触することに
なる。
【００５０】
　図８は、スマートクライアント３００のためのアーキテクチャの一実施形態について述
べるブロック図である。図８は、アプリケーションインタフェース３６２、ウェブサービ
ス３０２、構成データストア３８４と通信するスマートクライアントアドイン３６０を示
す。アプリケーションインタフェース３６２は、アプリケーションストレージ３６６を含
むアプリケーション３６４（基本アプリケーション）と通信する。スマートクライアント
は、多数の異なるタイプの基本アプリケーションと共に実施することができる。一実施形
態では、図８のスマートクライアントは、コラボレーション、メッセージング、およびス
ケジューリングアプリケーションと共に実施される。そのようなコラボレーション、メッ
セージング、およびスケジューリングアプリケーションの一例は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　
ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）である。その例では、ストレージ
３６６がＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクトストアである。また、スマートクライ
アントは、他のコラボレーション、メッセージング、およびスケジューリングシステム、
あるいは他のタイプのシステムと共に実施することができる。さらに、コラボレーション
だけ、メッセージングだけ、スケジューリングだけ、またはその３つの何らかの他の組合
せを実行するアプリケーションもまた、スマートクライアントと共に使用することができ
る。スマートクライアントプラグインは、ソフトウェアのラストマイルとして働き、ユー
ザがＣＲＭシステムをより効率的に利用することを可能にする。スマートクライアントア
ドインは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）をＣＲＭシステムに対するポータルとして使用す
ることを可能にする。
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【００５１】
　アプリケーションインタフェース３６２は、アプリケーション３６４に対するインタフ
ェースを提供する。たとえば、アプリケーションインタフェースは、ソフトウェア開発キ
ット、ライブラリ、アプリケーションプログラムインタフェース（ＡＰＩ）、または他の
インタフェースとすることができる。アプリケーションインタフェース３６２は、アプリ
ケーション３６４によって使用されるオブジェクトに対して、またアプリケーション３６
４内で発生するイベントに対してアクセスを提供するべきである。したがって、アプリケ
ーション３６４内のイベントに応答して、アプリケーションインタフェース３６２を使用
するエンティティは、そのイベントについて通知を受け、データオブジェクトやユーザイ
ンタフェースオブジェクトなど、オブジェクトを得る、または設定することが可能である
べきである。
【００５２】
　一実施形態では、アプリケーションインタフェース３６２は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商
標）オブジェクトモデルの頂部上の．ＮＥＴラッパであるソフトウェア開発キットである
。アプリケーションインタフェース３６２は、オブジェクトおよびイベントをアドイン３
６０にエクスポーズする。スマートクライアントアドイン３６０は、アプリケーションイ
ンタフェース３６２を使用し、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）と通信／インタフェースする
。アプリケーションインタフェース３６２は、フォームを作成し、データと関連付ける能
力を提供する。アプリケーションインタフェース３６２を使用するエンティティは、Ｏｕ
ｔｌｏｏｋ内の標準プロパティおよびカスタムなプロパティを設定し、また取り出し、オ
ブジェクトを作成／削除／編集し、Ｏｕｔｌｏｏｋ内のイベントの通知を受け（またはイ
ベントをトラップし）、ユーザインタフェース（たとえば、サイズ、色、フォント、見出
し、ボタン、フィールドなど）を作成／変更／管理し、メニューを作成および変更し、ツ
ールバーを作成および変更し、フォルダを作成および管理し、Ｏｕｔｌｏｏｋ内の他の活
動を実行することができる。さらに、スレッド安全性を実現するために、イベントは、メ
インＵＩスレッドから起動され、コレクションクラスがｓｙｎｃｒｏｏｔをエクスポーズ
する。
【００５３】
　スマートクライアントアドイン３６０は、３つの主な構成要素、すなわち同期マネージ
ャ３７０、サービスエージェント３７２、ユーザインタフェース（ＵＩ）マネージャ３７
４を含む。サービスエージェント３７２は、ウェブサービス３０２と共に働き、データを
設定および取得するために、サーバサイド上のエンタープライズアプリケーション（たと
えば、ＣＲＭシステム）と通信する。アプリケーションインタフェース３６２と通信する
ＵＩマネージャ３７４は、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）プログラミングモデルの標準を利
用し、必要なユーザインタフェースオブジェクトをカスタマイズする。また、ＵＩマネー
ジャ３７４は、アドインビジネス論理のコンテキスト内で適切な形でＯｕｔｌｏｏｋ（登
録商標）オブジェクトと共に働くように、アプリケーションインタフェース３６２を介し
てエクスポーズされる必要なイベントすべてをトラップするために導管として働く。
【００５４】
　同期マネージャ３７０は、Ｏｕｔｌｏｏｋによって記憶されたＣＲＭデータをＣＲＭシ
ステム部のデータに同期するための方法の論理を提供する。同期マネージャ３７０は、優
先順位（たとえば、バックグラウンド／フォアグラウンド）およびタイミングについて構
成することができる。同期マネージャ３７０は、サービスエージェント３７２、データク
ラス３８０、構成クラス３８２と通信する。また、サービスエージェント３７２とＵＩマ
ネージャ３７４は共に、構成クラス３８２と通信する。同期マネージャ３７０は、サービ
スエージェント３７２を使用し、ＣＲＭシステム（データストア３２０）部の活動レコー
ド、機会レコード、連絡先レコードにアクセスする。同期マネージャ３７０は、（データ
クラス３８０を介して）インタフェースマネージャ３７４を使用し、データストア３６６
内に格納されている、ＣＲＭシステム部のデータ（たとえば、活動レコード、機会レコー
ド、連絡先レコード）に対応する活動オブジェクト、機会オブジェクト、連絡先オブジェ
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クトにアクセスする。
【００５５】
　構成クラス３８２は、構成データストア３８４と通信し、スマートクライアントアドイ
ン３６０用の構成データを管理するために使用される１組のオブジェクト指向ソフトウェ
アクラスである。同期マネージャ３７０、サービスエージェント３７２、ＵＩマネージャ
３７４は、本明細書で述べられている様々な機能を実行するために、構成クラス３８２を
介して構成データストア３８４を読み取ることになる。
【００５６】
　データクラス３８０は、ＵＩマネージャ３７４、同期マネージャ３７０、アプリケーシ
ョンインタフェース３６２と通信する。一実施形態では、データクラス３８０は、本明細
書で論じられている様々なデータ項目と共に働くために使用される。
【００５７】
　一実施形態では、同期マネージャ３７０、サービスエージェント３７２、ＵＩマネージ
ャ３７４、データクラス３８０、構成クラス３８２はすべて、１つまたは複数のコンピュ
ーティングデバイス上で動作するソフトウェアコンポーネントである。
【００５８】
　図８Ａは、アプリケーションインタフェース３６２の例示的な一実施形態のためのアー
キテクチャについて述べるブロック図である。図８Ａは、Ｏｕｔｌｏｏｋアプリケーショ
ン３８６、コマンドバーモジュール３８７、名前モジュール３８８、アドレス帳モジュー
ル３８９、フォームモジュール３９０を含むアプリケーション３６４を示す。Ｏｕｔｌｏ
ｏｋアプリケーション３８６は、コアのコラボレーション、メッセージング、およびスケ
ジューリングソフトウェアアプリケーションである。コマンドバーモジュール３８７は、
ツールバーおよびメニューを実装するためのコードである。名前モジュール３８８は、Ｏ
ｕｔｌｏｏｋアプリケーション３８６内のコードにアクセスするための名前のリストを提
供する。グローバルアドレス帳３８９は、グローバルアドレス帳にアクセスするためのＡ
ＰＩを提供する。フォームモジュール３９０は、Ｏｕｔｌｏｏｋアプリケーション３８６
と共に使用される様々なフォームのための定義を含む。
【００５９】
　アプリケーションインタフェース３６２は、ＣＯＭＡｄｄＩｎＳｈｉｍモジュール３９
２、ローダモジュール３９３、コアモジュール３９４、診断モジュール３９５を含む。Ｃ
ＯＭＡｄｄＩｎＳｈｉｍモジュール３９２は、Ｏｕｔｌｏｏｋアプリケーション３８６お
よびローダモジュール３９３と通信する。一実施形態では、通信は双方向である。他の実
施形態では、ＣＯＭＡｄｄＩｎＳｈｉｍモジュール３９２は、Ｏｕｔｌｏｏｋアプリケー
ション３８６から情報を受け取り、Ｏｕｔｌｏｏｋアプリケーションのインスタンスをロ
ーダモジュール３９３に送る。ＣＯＭＡｄｄＩｎＳｈｉｍモジュール３９２は、Ｏｕｔｌ
ｏｏｋアプリケーション３８６用のＡＰＩを介して、スマートクライアントアドイン３６
０をメモリ内にロードする。
【００６０】
　ローダモジュール３９３は、スマートクライアントアドイン３６０を初期化し、スマー
トクライアントアドイン３６０のためのメインエントリポイントで実行を開始し、Ｏｕｔ
ｌｏｏｋアプリケーションのインスタンスをスマートクライアントアドイン３６０に送る
。また、ローダモジュール３９３は、コアモジュール３９４（に対して、または双方向で
）と通信する。
【００６１】
　コアモジュールは、Ｏｕｔｌｏｏｋと対話するための機能を提供する。コア３９４は、
メソッドオーバーロード、標準イベント、および診断処理を有するＯｕｔｌｏｏｋオブジ
ェクトのラッピングクラスを提供し、共通インタフェースを有するオブジェクト（Ｍａｉ
ｌ、Ｃｏｎｔａｃｔ、Ｔａｓｋなど）について継承チェーンを実装し、Ｏｕｔｌｏｏｋコ
レクションについてデータバインド可能なコレクションを実装し、グローバルアドレス帳
に対するアクセスを提供し、任意の項目についてカスタムな．ＮＥＴフォームを作成する
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こと、またはＯｕｔｌｏｏｋフォームのカスタマイズを可能にする。コアモジュール３９
４は、コマンドバーモジュール３８７、名前モジュール３８８、アドレス帳モジュール３
８９、フォームモジュール３９０（に対して、または双方向で）と通信する。
【００６２】
　アプリケーションインタフェースオブジェクトは、ネイティブオブジェクトに対するあ
らゆる変更を通り、したがって、（いくつかの実施形態では）同期の必要がなくなる。カ
スタムなエニュメレータ（ｅｎｕｍｅｒａｔｏｒ）は、ＭＡＰＩＦｏｌｄｅｒ項目などネ
イティブコレクションのパススルー列挙（ｐａｓｓ－ｔｈｒｏｕｇｈ　ｅｎｕｍｅｒａｔ
ｉｏｎ）を可能にする。システムは、ネイティブオブジェクトがもはやアプリケーション
インタフェースオブジェクトによって使用されないとき、それらを解放するように設計さ
れる。ネイティブオブジェクトは、参照するアプリケーションインタフェースオブジェク
トすべての参照カウントを保つためにハッシュキーとして使用される。アプリケーション
インタフェースオブジェクトは、カウントを減分することを終わらせた（または、処理し
た）ことをキャッシュに通知し、グローバルレジストリは、それ以上参照がなくなった後
でネイティブオブジェクトを解放するためのオブジェクトを呼び出す。ネイティブオブジ
ェクトを即座に解放することにより、メモリリソースが解放され、性能が改善される。ア
プリケーションインタフェースラッパは、任意選択のパラメータを有するＯｕｔｌｏｏｋ
オブジェクトメソッドのためにメソッドオーバーロードを実装し、Ｏｕｔｌｏｏｋによっ
て引き起こされたイベントを標準的なスタイルのイベント内でラップする。
【００６３】
　コアモジュール３９４に対して通信する診断モジュール３９５は、エラーレポートおよ
び例外処理を含めて、診断サービスを提供する。
【００６４】
　一実施形態では、（スマートクライアントアドイン３６０、アプリケーションインタフ
ェース３６２、アプリケーション３６４を含めて）スマートクライアントは、ハードウェ
ア、ソフトウェア、またはハードウェアとソフトウェアの組合せを使用して実施すること
ができる。たとえば、スマートクライアントは、デスクトップコンピュータ、ラップトッ
プ、移動コンピューティングデバイス、または他のコンピューティングデバイス内で実装
することができる。スマートクライアント技術は、どの特定のタイプのコンピューティン
グデバイスにも限定されない。スマートクライアントアドイン３６０、アプリケーション
インタフェース３６２、アプリケーション３６４を実施するために使用されるデータおよ
びソフトウェアは、ハードディスクドライブ、ＣＤ（compact disc）－ＲＯＭ（read onl
y memory）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、光ディスク、フロッピー（登録商標）
ディスク、テープドライブ、ＲＡＭ（random access memory）、ＲＯＭ、フラッシュメモ
リ、または他の好適な記憶装置を含めて、１つまたは複数のプロセッサ可読記憶装置に記
憶される。代替の実施形態では、一部の、またはすべてのソフトウェアを、カスタム集積
回路、ゲートアレイ、ＦＰＧＡ（field programmable gate array）、ＰＬＤ（programma
ble logic device）、専用プロセッサを含めて、専用ハードウェアによって置き換えるこ
とができる。一実施形態では、上述の構成要素を実施するソフトウェアを使用し、本明細
書で述べられている機能／プロセスを実装するために１つまたは複数のプロセッサをプロ
グラムする。１つまたは複数のプロセッサは、１つまたは複数の記憶装置（ハードディス
クドライブ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、光ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、テ
ープドライブ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、または他の好適な記憶装置）、周辺
機器（プリンタ、モニタ、キーボード、ポインティングデバイス）、および／または通信
インタフェース（たとえば、ネットワークカード、ワイヤレス送信器／受信器など）と通
信することができる。スマートクライアントは、通信インタフェースを介してＣＲＭシス
テムと通信することになる。
【００６５】
　図９は、スマートクライアントのために使用される様々なデータクラス３８０のクラス
階層を示す。ＢａｓｅＣＲＭＯｂｊｅｃｔ４００は、共通機能をトランザクションオブジ
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ェクトすべてにわたってカプセル化する基本クラスである。その共通機能は、Ｃｕｒｒｅ
ｎｔＳｔａｔｅ、ＩｓＤｉｒｔｙ、ＩｓＳｈａｄｏｗｅｄ、ＬｏｃａｌＩＤ、Ｓｅｒｖｅ
ｒＩＤ、ＳｅｒｖｅｒＴｉｍｅＳｔａｍｐのフィールド群／プロパティ群を使用して実装
される。フィールドＣｕｒｒｅｎｔＳｔａｔｅは、オブジェクトの現在の状態を格納する
。このフィールド／プロパティは、オブジェクトをサーバに同期させることが必要かどう
か判定するために、同期マネージャ３７０によって使用されることになる。このプロパテ
ィは、４つの可能な値、すなわちＮｅｗ、ＩｎＳｙｎｃ、Ｕｐｄａｔｅｄ、ＩｎＥｄｉｔ
を有する可能性がある。ＣｕｒｒｅｎｔＳｔａｔｅの値がＮｅｗである場合には、レコー
ドが作成されたばかりであり、サーバに同期させることを必要とする。その後でレコード
を編集しても、レコードの状態は変更されない。レコードは、クライアント上で作成され
た後で、サーバに同期されるまでＮｅｗ状態のままとなる。レコードのＣｕｒｒｅｎｔＳ
ｔａｔｅがＩｎＳｙｎｃである場合には、現行レコードは、現在、サーバに同期されつつ
ある。この状態にあるとき、レコードは、読取り専用とするべきである。現在の状態がＵ
ｐｄａｔｅｄである場合には、レコードは新版であり、同期を実行することは必要とされ
ない。現在の状態が「ＩｎＥｄｉｔ」である場合には、レコードは、現在、編集されつつ
あり、この時点では同期させるべきでない。
【００６６】
　フィールド／プロパティＩｓＤｉｒｔｙは、最後の同期以来、レコードがクライアント
上で修正されたかどうか判定するブール値である。同期マネージャ３７０は、このフィー
ルド／プロパティを使用し、レコードをサーバに同期させることが必要かどうか判定する
ことになる。フィールド／プロパティＩｓＤｉｒｔｙが設定されている場合には、Ｃｕｒ
ｒｅｎｔＳｔａｔｅフィールドは無視され、レコードは、次の同期サイクル中に同期され
ることになる。
【００６７】
　フィールド／プロパティＩｓＳｈａｄｏｗｅｄは、レコードがシャドーコピーを有する
かどうか判定する。スマートクライアント内の多数の項目は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標
）内で複製のストレージを有することになる。たとえば、ある活動は、その活動の所有権
に応じて、あるアカウント下のＡｃｔｉｖｉｔｙフォルダ内、ならびに「ＭｙＡｃｔｉｖ
ｉｔｉｅｓ」フォルダ内に現れる可能性がある。これらの項目は、同期およびユーザ編集
中に特別な方法で扱うことを必要とする複数のコピーを有することになる。このフラグは
、システムに、データの両コピーを更新するように注意を喚起する。別法として、システ
ムは、データの１つのコピーを維持し、そのデータに対する複数のポインタを記憶するこ
とができる。したがって、ＩｓＳｈａｄｏｗｅｄフィールドが設定されている、操作され
る（たとえば、同期される、または編集される）データ項目は、両コピーが確実に更新さ
れるようにすることを必要とすることになる。
【００６８】
　ＬｏｃａｌＩＤフィールド／プロパティは、クライアント上で作成された新しいレコー
ドについて、クライアントによって生成された一時的なローカル識別を保持する。Ｓｅｒ
ｖｅｒＩＤは、ＣＲＭシステムによって使用されるレコード用の識別を保持する文字列で
ある。ＳｅｒｖｅｒＩＤは、ＣＲＭシステムによって作成され、各オブジェクト日付を一
意に識別するために使用される。ＳｅｒｖｅｒＴｉｍｅＳｔａｍｐフィールド／プロパテ
ィは、レコードについてサーバタイムスタンプを保持する。ＳｅｒｖｅｒＴｉｍｅＳｔａ
ｍｐは、レコードがサーバ上で更新された最後の日付／時間を示す。
【００６９】
　ＢａｓｅＣＲＭＯｂｊｅｃｔクラス４００は、Ｅｄｉｔ、Ｕｐｄａｔｅ、Ｓａｖｅ、Ｒ
ｅｓｅｔのメソッド群を使用して共通機能をカプセル化する。Ｅｄｉｔメソッドは、クラ
イアント上で編集するためにオブジェクトをセットアップする。レコードをこの時点で編
集することができない場合、このメソッドは、偽を返す。これは、レコードの同期が同期
マネージャ３７０によって進行中である場合となる。Ｕｐｄａｔｅメソッドは、レコード
が同期用にマークされるように、適切にレコード状態を更新する（たとえば、ＩｓＤｉｒ



(22) JP 4965097 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

ｔｙフィールドが設定される）。Ｓａｖｅメソッドは、クライアント上で作成された新し
いレコードについてレコード状態を修正する。Ｒｅｓｅｔメソッドは、レコードの状態を
先の日付にリセットするために使用される。これは、ユーザが新しいレコードの更新また
は作成を取り消したとき使用される。
【００７０】
　ＢａｓｅＣＲＭＰｏｓｔＩｔｅｍクラス４１０、ＢａｓｅＣＲＭＴａｓｋＩｔｅｍクラ
ス４１２、ＢａｓｅＣＲＭＣｏｎｔａｃｔＩｔｅｍクラス４１４は、ＢａｓｅＣＲＭＯｂ
ｊｅｃｔクラス４００から継承し、基本クラスを適切に上書きすることによって、オブジ
ェクト特有の必要な機能を実装する。これらの３つのクラスの第１目的は、それらから導
出される実際のデータクラスに、必要なフレームワークを提供することである。たとえば
、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）タスク項目として実装される活動クラス４２４は、Ｂａｓ
ｅＣＲＭＴａｓｋＩｔｅｍクラス４１２から継承することになる。Ａｃｃｏｕｎｔｓクラ
ス４２０およびＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙクラス４２２は、ＢａｓｅＣＲＭＰｏｓｔＩｔｅ
ｍクラス４１０から継承する。というのは、Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ（機会）とＡｃ
ｃｏｕｎｔｓ（アカウント）が共にＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）ポスト項目にマップされ
るからである。最後に、Ｃｏｎｔａｃｔクラス４２６は、ＢａｓｅＣＲＭＣｏｎｔａｃｔ
Ｉｔｅｍクラス４１４から導出される。このレイヤをクラス階層内に導入することにより
、将来、必要なフレームワークを定位置に有する追加のトランザクションクラスを作成す
ることが可能になる。これらのクラスは、対応するＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）項目を内
部で集約し、実行時に、データクラスオブジェクトに対してＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）
項目を着脱するためのメソッドを提供する。ＢａｓｅＣＲＭＯｂｊｅｃｔクラス４００、
ＢａｓｅＣＲＭＰｏｓｔＩｔｅｍクラス４１０、ＢａｓｅＣＲＭＴａｓｋＩｔｅｍクラス
４１２、ＢａｓｅＣＲＭＣｏｎｔａｃｔＩｔｅｍクラス４１４、Ａｃｃｏｕｎｔクラス４
２０、Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙクラス４２２、Ａｃｔｉｖｉｔｙクラス４２４、Ｃｏｎｔ
ａｃｔクラス４２６はすべて、スマートクライアントアドイン名前空間４５０内にある。
【００７１】
　Ａｃｃｏｕｎｔクラス４２０およびＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙクラス４２２は、Ｐｏｓｔ
クラス４３０を集約する。Ａｃｔｉｖｉｔｙクラス４２４は、Ｔａｓｋクラス４３２を集
約する。Ｃｏｎｔａｃｔクラス４２６は、Ｃｏｎｔａｃｔクラス４３４を集約する。Ｐｏ
ｓｔクラス４３０、Ｔａｓｋクラス４３２、Ｃｏｎｔａｃｔクラス４３４は、Ｏｕｔｌｏ
ｏｋ（登録商標）名前空間４５２内にある。Ｐｏｓｔクラス４３０は、Ａｃｃｏｕｎｔレ
コードおよびＯｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙレコードをＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェク
トデータストア３６６内に格納するオブジェクトを作成するために使用される。Ｔａｓｋ
クラス４３２は、ＡｃｔｉｖｉｔｙレコードをＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）データストア
３６６内に格納するオブジェクトを作成するために使用される。Ｃｏｎｔａｃｔクラス４
３４は、連絡先情報をＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクトデータストア内に格納す
るオブジェクトを作成するために使用される。これらのオブジェクトのための１次データ
フィールドは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）データオブジェクト内のカスタムなプロパテ
ィを使用して実装される。すなわち、ＣＲＭシステムオブジェクト（たとえば、Ａｃｃｏ
ｕｎｔ、Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ、Ａｃｔｉｖｉｔｙ、Ｃｏｎｔａｃｔ）内の各フィール
ドについて、カスタムなプロパティがＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクト（たとえ
ば、Ｐｏｓｔ４３０、Ｔａｓｋ４３２、Ｃｏｎｔａｃｔ４３４）内で作成される。諸項目
に関連付けられたデータセットもまたカスタムなプロパティとして格納されるが、この場
合には、データすべてがＸＭＬ文字列の形にシリアル化され、次いでカスタムなプロパテ
ィ内に格納される。たとえば、ＩＴ（information [info] technology）予算情報は、Ｘ
ＭＬ文字列の形にシリアル化される。
【００７２】
　一実施形態では、アカウントオブジェクト用に使用することができる１組のフィールド
（たとえば、Ｐｏｓｔオブジェクト４３０内のカスタムなフィールド）は、住所１、住所
２、住所３、市、州、郵便番号、国、所在地、名前、下位地区、下位区分、ペアレンティ
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ングレベル（parent level）、親会社、親所在地、子会社、販売広域区、販売地区、垂直
産業（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｉｎｄｕｓｔｒｙ）、カテゴリ、電話、ファックス、ウェブサ
イト、アカウントチーム、販売ＩＤ、年間収入、ＩＴ予算を含む。ユーザインタフェース
、およびアカウント用のデータを作成／編集／閲覧することに関連して上記で論じた任意
のフィールドを含めて、他のフィールドを含むこともできる。
【００７３】
　一実施形態では、機会オブジェクト用のフィールド（たとえば、Ｐｏｓｔオブジェクト
４３０内のカスタムなフィールド）は、機会名、会社名、説明、販売ステージ、期日、機
会タイプ、機会所有者、状況、通貨コード、ライセンシングプログラム、ライセンシング
サブタイプ、チームリーダ、予測フラグ、クリティカル取引フラグ、締め日を含み、日付
を作成する。ユーザインタフェース、および機会用のデータを作成／編集／閲覧すること
に関連して上記で論じた任意のフィールドを含めて、他のフィールドを含むこともできる
。
【００７４】
　一実施形態では、Ａｃｔｉｖｉｔｙオブジェクト用のフィールド（たとえば、Ｔａｓｋ
４３２内のカスタムなフィールド）は、説明、所有者、タイプ、カテゴリ、目的、期日、
連絡先名、会社名、関連する機会、状況、コメントを含む。ユーザインタフェース、およ
び活動用のデータを作成／編集／閲覧することに関連して上記で論じた任意のフィールド
を含めて、他のフィールドを含むこともできる。
【００７５】
　一実施形態では、Ｃｏｎｔａｃｔオブジェクト用のフィールド（たとえば、Ｃｏｎｔａ
ｃｔオブジェクト４３４内のカスタムなフィールド）は、接頭辞、名、姓、職位、仕事の
役割（ｊｏｂ　ｒｏｌｅ）、部門、電子メール、電話番号、移動電話番号、ファックス、
鍵となる連絡先、会社名、顧客満足度調査フラグ、職場住所、および、郵便物、電子メー
ル、ファックス、電話が可能かどうかの諸指示を含むことができる。ユーザインタフェー
ス、および連絡先用のデータを作成／編集／閲覧することに関連して上記で論じた任意の
フィールドを含めて、他のフィールドを含むこともできる。
【００７６】
　本考察は、フィールドのどの特定の組にも限定されない。様々な実施形態で、特定の実
装に適したフィールドの様々な組を使用することができる。
【００７７】
　また、Ｄｍａｉｎクラス４４２もあり、スマートクライアントアドイン名前空間４５０
内にある。このドメインクラスは、ドメイン情報を格納するために使用される。一実施形
態では、ドメイン情報は、ユーザによって変更可能でない構成情報およびシステム情報を
含むことができる。システム情報の諸例には、リンクに関する情報、変更することができ
ないアカウントに関する情報、ユーザインタフェースに関する情報、様々なメニューに関
する情報などが含まれる可能性がある。Ｄｍａｉｎクラス４４２は、．ＮＥＴフレームワ
ーク内の名前空間４５４内にあるＯｂｊｅｃｔクラス４４４を拡張する。
【００７８】
　ＩＶ．データの変換　
　生産性を高めるための１つの機能は、ＣＲＭ（または他のアプリケーション）プラット
フォームとスマートクライアントプラットフォーム（たとえば、コラボレーション、メッ
セージング、およびスケジューリングアプリケーションプラットフォーム－Ｏｕｔｌｏｏ
ｋ（登録商標）プラットフォーム）との間で変換を可能にすることである。たとえば、Ｃ
ＲＭデータ項目をＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）データ項目に、かつ／またはＯｕｔｌｏｏ
ｋ（登録商標）データ項目をＣＲＭデータ項目に変換することが可能であることは、有用
である可能性がある。
【００７９】
　図１０は、データ項目をＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）からＣＲＭシステム（たとえば、
Ｓｉｅｂｅｌ　ＣＲＭシステム）に変換するためのプロセスの一実施形態について述べる
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流れ図である。ステップ５０２では、ユーザは、特定のデータ項目をＯｕｔｌｏｏｋ（登
録商標）データ項目からＣＲＭデータ項目に変換させることを要求する。一実施形態では
、ユーザは、トップレベルメニュー１０から「ＭｙＣＲＭ」ドロップダウンメニュー内の
「ｃｏｎｖｅｒｔ　ｔｏ　ＣＲＭ（ＣＲＭに変換）」を選択することになる。この要求は
、リストペイン内で選択されている現行データオブジェクトについてのものである。別法
として、ユーザが（たとえば、リストペイン１６内で、オブジェクト上でダブルクリック
することによって）オブジェクトを開いたとき、その特定のＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）
オブジェクトを特定のＣＲＭアプリケーションオブジェクトに変換することを選択するた
めに、ドロップダウンメニュー、ボタン、音声認識ツール、または他のユーザインタフェ
ース項目が存在する可能性がある。ユーザインタフェース項目により、システムによって
許された可能性から、作成するためにそのタイプのＣＲＭオブジェクトを選択することが
できるようになる。そのＯｕｔｌｏｏｋ項目をＣＲＭデータ項目に変換するべきであるこ
とを選択した後で、その項目をアカウントに関連付けるために、ピックリストメニューが
提供される。可能なアカウントのリストが提供されることになる。ユーザは、その新しい
ＣＲＭデータ項目に関連付けるために、アカウントを選択することができる。
【００８０】
　ステップ５０４では、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）名前空間４５２内のＣＲＭオブジェ
クトが作成される。したがって、そのＣＲＭオブジェクトを連絡先とするべきである場合
には、Ｃｏｎｔａｃｔオブジェクト４３４が作成される。作成されるＣＲＭオブジェクト
が活動オブジェクトである場合には、Ｔａｓｋオブジェクト４３２が作成される。そのＣ
ＲＭオブジェクトをアカウントオブジェクトまたは機会オブジェクトとするべきである場
合には、Ｐｏｓｔオブジェクト４３０が作成される。ステップ５０６では、Ｏｕｔｌｏｏ
ｋ（登録商標）オブジェクト内の関連データが、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェク
トからアクセスされる。いくつかの実施形態では、データすべてがＣＲＭオブジェクトに
変換されることにはならない。下記で論じるように、１組の規則により、どのデータを変
換するべきであり、どのデータを変換するべきでないか定義されることになる。ステップ
５０８では、ステップ５０６でアクセスされたデータが、ステップ５０４で作成された新
しいＣＲＭオブジェクト内の様々なフィールド内に自動的に充填される。ステップ５１０
では、追加のデフォルトデータが新しいＣＲＭオブジェクトに自動的に追加される。いく
つかの実施形態では、ステップ５１０は、ステップ５０８の前に、かつ／またはステップ
５０６の前に実行することができることに留意されたい。デフォルトデータは、ユーザ別
名に基づいて選ぶことができる。すなわち、ユーザが信任状（ユーザ名／別名およびパス
ワード）を提供することによってコンピュータにログインしたとき、システムは、ユーザ
が誰であるか知っている。システムは、ユーザの識別に基づいて、ある種のデフォルトデ
ータを決定することができる。
【００８１】
　ステップ５１２では、（活動、機会、連絡先用の、上記で論じたポップアップフォーム
と同様の）ポップアップフォームが、新たに作成されたＣＲＭオブジェクトからのデータ
と共に提示されることになる。ステップ５１４では、ユーザは、そのデータを編集する機
会を有することになる。ステップ５１６では、そのデータを保存することをユーザが要求
したことに応答して、ステップ５１６で新しいオブジェクトがＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標
）データストア内に保存される。ステップ５１８では、（Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オ
ブジェクトからの変換に基づいて）新たに作成されたオブジェクトがＣＲＭシステム内に
格納されるように、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）データストアがＣＲＭデータストアに同
期される。同期は、即座に行うことも、後で（たとえば、予定された同期時間に）行うこ
ともできることに留意されたい。
【００８２】
　図１１は、ＣＲＭオブジェクトをＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクトに変換する
ためのプロセスの一実施形態について述べる流れ図である。たとえば、ユーザは、ＣＲＭ
システム内の連絡先を、ユーザのＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先に追加したいと望む
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可能性がある。そのために、図１１のプロセスが実行されることになる。
【００８３】
　図１１のステップ５４２では、ユーザは、現行ＣＲＭオブジェクトをＯｕｔｌｏｏｋ（
登録商標）項目に変換させることを要求する。たとえば、ユーザは、リストペイン１６内
でＣＲＭオブジェクトを選択することができる。ユーザは、「ＭｙＣＲＭ」トップレベル
メニュー１０内のドロップダウンメニューからＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）に変換するた
めのオプションを選ぶことができる。さらに、ユーザがポップアップフォームにアクセス
中である場合、そのポップアップフォームは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）に変換するた
めのドロップダウンメニュー、ボタン、または他のユーザインタフェース項目を含むこと
ができる。そのユーザインタフェース項目は、許されている可能性から、どのタイプのＯ
ｕｔｌｏｏｋ（登録商標）項目を変換するかについて選択肢を提供することになる。
【００８４】
　ステップ５４４では、ステップ５４２での要求に応答して、新しいＯｕｔｌｏｏｋ（登
録商標）オブジェクトが作成されることになる。作成されたＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）
オブジェクトは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）ソフトウェアアプリケーション用に使用さ
れる標準的なＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクトとなり、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商
標）データストア３６６内に格納されることになる。ステップ５４６では、変換される関
連データがアクセスされることになる。ＣＲＭシステムオブジェクトからのデータすべて
がＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）に変換されることにはならないことに留意されたい。どの
特定のフィールドが変換されることになるかは、下記で述べるように、前もって予め定義
されることになる。それらの予め定義されたフィールドは、ステップ５４６でアクセスさ
れる。ステップ５４８では、ステップ５４６でアクセスされたフィールドが、Ｏｕｔｌｏ
ｏｋ（登録商標）オブジェクト内の適切なフィールド内に自動的に充填される。ステップ
５５０では、デフォルトデータがＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクトに自動的に追
加される。いくつかの実施形態では、一部の、またはすべてのデフォルトデータは、ユー
ザ別名、ＣＲＭ内のオブジェクトが関係するアカウント、または他の基準に基づくものと
することができる。ステップ５５２では、新たに作成されたＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）
項目用のデータが、編集可能な形態で表示される。ステップ５５４では、ユーザは、新た
に作成されたＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクト内のデータを編集することができ
るようになる。ステップ５５６では、ユーザは新しいＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）項目を
保存することができ、これによりＧＵＩが更新されることになる。
【００８５】
　一実施形態では、ＣＲＭ機会をＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメント
に変換することができる。Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）電子メールおよびＯｕｔｌｏｏｋ
（登録商標）カレンダアポイントメントは、共にＣＲＭ機会に変換することができる。Ｃ
ＲＭ活動は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントまたはＯｕｔｌｏｏ
ｋ（登録商標）タスクに変換することができる。Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダア
ポイントメントおよびＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）タスクは共に、ＣＲＭ活動に変換する
ことができる。ＣＲＭ連絡先は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先に変換することがで
きる。Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）電子メールメッ
セージ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントは、ＣＲＭ連絡先に変換
することができる。これらの変換のそれぞれについて、下記でより詳しく述べる。上記で
リストされている変換を行うとは言えない、または追加の／異なる変換を行うシステムも
また、本考察の範囲内にあることに留意されたい。
【００８６】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントをＣＲＭ機会に変換するとき、
Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）オブジェクトからの読取り（ステップ５０６）に基づいて、
以下のフィールドが新しいＣＲＭ機会オブジェクト内に自動的に充填される（ステップ５
０８）。第１に、アポイントメントの件名行（ｓｕｂｊｅｃｔ　ｌｉｎｅ）が、機会オブ
ジェクトの機会名フィールド内に格納される。第２に、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）アポ
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イントメントのテキストまたは説明フィールドが、機会オブジェクトの機会説明フィール
ド内に格納される。第３に、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）システムを動作させるユーザの
ためのユーザ別名が、ＣＲＭ機会オブジェクトの機会所有者フィールドに追加される。さ
らに、タイプ、状況、販売ステージ、通貨コード、機会チーム１次レコード、機会チーム
「活動中（ａｃｔｉｖｅ）」フラグのフィールド群がデフォルトデータを受け取る（ステ
ップ５１０）。タイプフィールドには、文字列「ｓｔａｎｄａｒｄ（標準）」がロードさ
れる。状況フィールドは、活動中としてロードされる。販売ステージは、「ｐｒｏｓｐｅ
ｃｔ　０％（見込み０％）」として選ばれる。通貨コードは、米国ドルとして設定される
。機会チーム１次レコードは、ユーザ別名を含む。機会チーム活動中フラグは、真に設定
される。さらに、いくつかの実施形態では、新たに作成された機会をそのユーザについて
の既存のアカウントに関連付けるためのダイアログボックスがユーザに提供される。
【００８７】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）内の電子メール項目がＣＲＭシステム内の機会オブジェク
トに変換されるとき、電子メール件名行は機会名になり、電子メールテキストは機会説明
になり、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）別名は機会所有者になる。さらに、タイプ、状況、
販売ステージ、通貨コード、機会チーム１次レコード、機会チーム「活動中」フラグは、
カレンダアポイントメントに関連して上述したように、デフォルトデータに設定される。
【００８８】
　ＣＲＭ機会項目がＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントに変換される
とき、機会名は、アポイントメントの件名フィールド内にロードされ、機会説明は、アポ
イントメントの説明またはテキストフィールド内にロードされ、機会期日は、カレンダア
ポイントメントの開始時日付および終了時日付内にロードされる。さらに、Ｏｕｔｌｏｏ
ｋ（登録商標）オブジェクト内の終日イベントフラグは、終日イベントを示すように設定
される。
【００８９】
　ＣＲＭ活動をＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントに変換するとき、
活動説明フィールドは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）件名フィールドにマップされ、活動
期日は、カレンダアポイントメント日付にマップされ、活動コメントは、カレンダアポイ
ントメントテキストにマップされる。ＣＲＭ活動をＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）タスクに
変換するとき、活動説明は、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）タスク件名フィールドにマップ
され、活動期日は、タスク期日にマップされ、活動コメントフィールドは、タスクテキス
トにマップされる。
【００９０】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントを新しいＣＲＭ活動に変換する
とき、カレンダアポイントメントの件名行は、活動説明にマップされ、カレンダアポイン
トメント日付は、活動期日にマップされ、カレンダアポイントメントテキストは、活動コ
メントフィールドにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）を動作させるユーザの別名
は、活動所有者フィールドにマップされる。さらに、活動タイプフィールドは、デフォル
トの「ｍｅｅｔｉｎｇ（ミーティング）」になる。
【００９１】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）電子メール項目がＣＲＭ活動に変換されつつあるとき、電
子メール件名行は、活動説明フィールドにマップされ、電子メールテキストは活動コメン
トフィールドにマップされ、電子メールユーザのためのＯｕｔｌｏｏｋ（登録商標）別名
は、活動所有者にマップされる。
【００９２】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）タスクをＣＲＭ活動に変換するとき、タスク件名フィール
ドは、活動説明フィールドにマップされ、タスク期日フィールドは、活動期日フィールド
にマップされ、テキストは、活動コメントにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）別
名は、活動所有者にマップされる。
【００９３】
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　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）カレンダアポイントメントからＣＲＭ連絡先に変換すると
き、カレンダアポイントメントの名称は、ＣＲＭ連絡先の接頭辞にマップされ、Ｏｕｔｌ
ｏｏｋ（登録商標）アポイントメントのｆｒｏｍ（発信元）（姓）フィールドは、ＣＲＭ
連絡先の姓にマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）アポイントメントのｆｒｏｍ（名
）フィールドは、ＣＲＭ連絡先の名にマップされ、送信者の電子メールアドレスは、ＣＲ
Ｍ連絡先用の１次電子メールアドレスにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）別名は
、ＣＲＭ連絡先オブジェクト用の連絡先チーム１次フィールドにマップされる。さらにＣ
ＲＭ連絡先の鍵となる連絡先フィールドは、デフォルトの「Ｙｅｓ（はい）」になる。
【００９４】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）電子メールからＣＲＭ連絡先に変換するとき、電子メール
の名称は、連絡先の接頭辞にマップされ、ｆｒｏｍフィールド（姓）は、連絡先の姓にマ
ップされ、ｆｒｏｍフィールド（名）は、連絡先の名にマップされ、送信者の電子メール
アドレスは、連絡先用の１次電子メールアドレスにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商
標）別名は、連絡先チーム１次名にマップされる。さらに鍵となる連絡先フィールドは、
値「Ｙｅｓ」に設定される。
【００９５】
　Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先とＣＲＭ連絡先の間で変換するとき、以下のマッピ
ングが適用される。すなわち、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先の名称は、ＣＲＭ連絡
先内の接頭辞にマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先の姓は、ＣＲＭ連絡先の
姓にマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先の名は、ＣＲＭ連絡先オブジェクト
の名にマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先の電子メールアドレスは、ＣＲＭ
連絡先用の１次電子メールアドレスにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先用
のビジネス電話は、ＣＲＭ連絡先用の電話番号フィールドにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ
（登録商標）ユーザ用のユーザ別名は、ＣＲＭ連絡先用の連絡先チーム１次フィールドに
マップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先用の移動電話フィールドは、ＣＲＭ連絡
先用の移動電話フィールドにマップされ、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）連絡先用のファッ
クスフィールドは、ＣＲＭ連絡先用のファックスフィールドにマップされる。ＣＲＭ連絡
先を作成するとき、鍵となる連絡先フィールドは、デフォルトの「Ｙｅｓ」になる。さら
に、（ユーザのアカウント選択に基づいて）子会社が明らかである場合には、そのデータ
をデフォルトによって自動的に充填することができる。
【００９６】
　一実施形態では、ＣＲＭオブジェクトに変換されたＯｕｔｌｏｏｋオブジェクトすべて
がスマートタグ付けされることに留意されたい。すなわち、スマートクライアントアドイ
ンは、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）電子メール、カレンダアポイントメント、連絡先、タ
スクに対して、それらがＳｉｅｂｅｌレコードに変換された後で、「このＯｕｔｌｏｏｋ
（登録商標）項目は、以下の日付で、以下の別名によってＳｉｅｂｅｌレコードに変換さ
れている」と示すメッセージと共に、スマートタグ（たとえば、説明フィールド内のカス
タムなフィールドまたはテキスト）を追加する。一実施形態では、スマートタグは、Ｓｉ
ｅｂｅｌレコードのｓｅｒｖｅｒＩＤを識別することになる。
【００９７】
　同様に、スマートタグは、Ｓｉｅｂｅｌレコードから作成されたＯｕｔｌｏｏｋ（登録
商標）項目に追加することができる。このスマートタグは、Ｓｉｅｂｅｌレコードのｓｅ
ｒｖｅｒＩＤを含むことができる。
【００９８】
　Ｖ．同期　
　スマートクライアントは、様々なシステムからのデータを集め、更新するために、複数
のシステムに同期させることができる。同期マネージャ３７０は、（ウェブサービス３０
２を介して通信する）エージェント３７２を使用して、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）スト
レージ３６６とＣＲＭシステム（または他のシステム）の間のこの同期プロセスに責任を
担う。同期マネージャ３７０は、定義されたスケジュールで別々のワーカスレッドとして
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動作することになる。スケジュールは、スマートクライアントアドイン３６０が起動する
時点で、（構成データストア３８４内に格納された）構成ファイルから取り出されること
になる。異なるタイプのデータについて異なるスケジュールが存在する可能性がある。た
とえば、トランザクションＣＲＭデータ用のスケジュールは、ドメインデータ用のスケジ
ュールより頻繁に同期を必要とする可能性がある。また、同期マネージャ３７０は、ユー
ザがユーザインタフェースを介して同期サイクルを即座に実行するように要求することが
できることを意味するオンデマンド同期をサポートすることになる。たとえば、ユーザは
、ドロップダウンメニュー１０から「ＭｙＣＲＭ」を選択し、同期プロセスが即座に実行
されることを選択することができる。また、ユーザは、このドロップダウンメニューを使
用し、構成データを変更し、新しい構成データに、異なる同期スケジュールをロードさせ
ることができる。
【００９９】
　一実施形態では、同期構成情報は、少なくとも３つのデータ項目、すなわちｄｏｍａｉ
ｎｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ｓｙｎｃｏｆｆｌ
ｉｎｅｆｒｅｑｕｅｎｃｙを含む。ｄｏｍａｉｎｆｒｅｑｕｅｎｃｙは、最後の同期の後
で、その後ドメインデータを同期させることを必要とする分単位の時間である。ｔｒａｎ
ｓａｃｔｉｏｎｆｒｅｑｕｅｎｃｙは、最後の同期の後で、その後トランザクションデー
タを同期させることを必要とする分単位の時間である。ｓｙｎｃｏｆｆｌｉｎｅｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙは、その後同期スレッドが、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）のオンライン／オフ
ライン状況を決定するためにウェークアップする分単位の時間である。一実施形態では、
スマートクライアントアドイン用の構成は、ＸＭＬファイルを使用して植え付けられるこ
とになる。以下は、構成ファイル例である。
【０１００】
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【数３】

【０１０１】
　上記のＸＭＬコードでは、<Agent>セクションが、エージェントコンポーネントによっ
て必要とされる構成項目を含むことになる。これは、Ｓｉｅｂｅｌウェブサービス用のサ
ーバ名と、様々なＳｉｅｂｅｌウェブサービスに対する相対ＵＲＬエンドポイントとを含
む。<Sync Frequency>セクションは、同期スケジュール関連構成情報を含むことになる。
<local data>セクションは、パススルードメインファイルなど、クライアントマシン内の
ローカルストレージに関係する構成項目すべてに接触することになる。いくつかの実施形
態では、アカウントデータの同期は、予め設定される（たとえば、３０日）。他の実施形



(30) JP 4965097 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

態では、構成ファイルは、アカウントデータについて同期期間を設定するためのエントリ
を含むことになる。
【０１０２】
　同期マネージャは、上記のファイルをチェックし、同期を実行するために様々な時間を
決定することになる。同期マネージャ３７０は、その構成情報に照らして、同期サイクル
を実行することになる。一実施形態では、同期サイクルは、アップ同期（ｕｐ　ｓｙｎｃ
）動作と、それに続くダウン同期（ｄｏｗｎ　ｓｙｎｃ）動作を実行することとして定義
される。アップ同期動作は、スマートクライアント上のＣＲＭデータオブジェクトに加え
られた変更および／または追加をサーバに同期するプロセスである。ダウン同期動作は、
更新された新しいレコードをサーバから取り出し、これらのレコードのスマートクライア
ントコピーを更新するプロセスである。
【０１０３】
　図１２は、同期サイクルを実行するためのプロセスの一実施形態について述べる流れ図
である。ステップ５８０では、同期スレッドが起動／ウェークアップする。ステップ５８
２では、同期スレッドが、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）がオンラインであるかどうか判定
する。Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）がオンラインでない場合には、ステップ５８４で同期
スレッドがスリープに戻る。Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）がオンラインである場合には、
同期スレッドは、ウェブサービス３０２が使用可能であるかどうか判定する。これはエー
ジェント３７２を使用して行われる。ウェブサービスが使用可能でない場合には、ステッ
プ５８４で同期スレッドがスリープに戻る。ウェブサービスが使用可能である場合には、
ステップ５８８で、ドメインデータを同期させることを必要とするかどうか判定される。
ドメインデータは、一般にユーザによって変更されないシステムデータである。一実施形
態では、ドメインデータは、３０日ごとに同期される。他の実施形態では、他の時間を使
用することができる。ドメインデータを同期させるべきである場合には、ステップ５９０
でそのドメインデータが同期される。ステップ５９２では、アカウントデータが同期され
る。アカウントデータは、様々なアカウントのそれぞれに関する情報であり、一般にユー
ザによって変更されない。ステップ５８８でドメインデータを同期させることを必要とし
ないことが決定された場合には、ドメインデータを同期することなしに、ステップ５９２
で、プロセスは、（アカウントデータを同期する時間である場合）同期させることを必要
とするアカウントデータを同期することに進む。アカウントデータを同期した後で、ステ
ップ５９４で、（トランザクションデータを同期する時間である場合）同期させることを
必要とするトランザクションデータが同期される。トランザクションデータは、Ｃｏｎｔ
ａｃｔｓ、Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ、Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓに関する可変データであ
り、これらは一般に、ユーザが変更することができる。ステップ５９６では、どれだけの
時間、同期スレッドがスリープするべきか判定される。これは、上述の構成情報に基づく
ものである。ステップ５９８では、システムは、トランザクションデータ、アカウントデ
ータ、および／またはドメインデータについて最後の同期が行われた時間を記憶する。次
いで、ステップ５８４で、同期スレッドがスリープに進む。おそらくは読取り専用である
可能性があるいくつかのアカウントデータがある。
【０１０４】
　図１３および図１４は、ドメインデータを同期する（図１２のステップ５９０）ための
より詳細について述べる流れ図である。図１３および図１４のプロセスは、独立したスレ
ッドであり、順次、または同時に動作することができる。図１３のステップ６２０では、
それ以上の処理すべきドメインデータがあるかどうか判定される。このステップが初めて
稼動されたとき、ドメインデータがある可能性が高い。ドメインデータすべてが処理され
たとき、図１３の方法は完了する。それ以上の処理すべきドメインデータがある場合には
、ステップ６２２で、次のドメインデータファイルがアクセスされる。一実施形態では、
ドメインデータは、ドメインデータファイル内に格納される。典型的には、システムは、
探すためにドメインデータファイルのリストを有することになる。ステップ６２４では、
システムが探している特定のファイルが存在する場合には、そのドメインデータを同期さ
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せることを必要とするかどうか判定される。ドメインデータを同期させない場合には、プ
ロセスは、ステップ６２０にループして戻る。ドメインデータを同期させることを必要と
する場合には、ステップ６２８で、その特定のファイルが同期のためにマークされ、次い
で、プロセスは、ステップ６２０にループして戻る。ステップ６２４でファイルが存在し
ないことが決定された場合には、ファイルは同期のためにマークされる。典型的には、ド
メインデータ同期の場合、ＣＲＭサーバに記憶されたドメインデータは、スマートクライ
アントに書き込まれる。スマートクライアントからサーバへのアップ同期はない。したが
って、ファイルが存在しない場合には、そのファイルをサーバから取り出さなければなら
ない。ファイルが非常に古く、同期させることを必要とする場合には、依然としてサーバ
上にある現行ファイルによってそのファイルが上書きされる。
【０１０５】
　図１４のプロセスは、データをサーバから取り出すためのステップを含む。システムは
、同期させることを必要とするドメインデータファイルすべてをループする。ステップ６
５０で１つのデータファイルがアクセスされる。そのデータファイル用の新しいドメイン
データが、ステップ６５２でサーバから取り出される。その取り出されたドメインデータ
は、ステップ６５４で、アクセスされたファイルに格納される。それ以上の考慮すべきフ
ァイルがない場合、図１４のプロセスは終了する。それ以上の考慮すべきファイルがある
場合には、追加のデータを取り出すことができるように、プロセスは、６５０にループし
て戻る。
【０１０６】
　図１５、１６、１７は、アカウントデータを同期するためのプロセス（図１２のステッ
プ５９２）のより詳細を提供する。図１５は、アカウントデータを同期するための全体的
なプロセスを提供する。図１６は、古いアカウントフォルダを削除するためのプロセスに
ついて述べる。図１７は、他のアプリケーションからデータにアクセスするためのプロセ
スに関する詳細を提供する。一実施形態では、図１５、１６、１７のプロセスのそれぞれ
は、同時に、または順次動作する別々のスレッドである。一実施形態では、スレッドは、
互いに依存するものとすることができる。
【０１０７】
　図１５のステップ６７０では、サービスマネージャ３７０は、ＣＲＭアプリケーション
からアカウントデータを得るために、エージェント３７２に要求を行う。同期マネージャ
３７０は、アカウントのリストを有することになる。これは、アカウントリストと呼ばれ
る。アカウントリスト上の各アカウントについて、そのアカウント用のアカウントデータ
を得るために、ウェブサービス３０２に要求が行われる。ステップ６７２では、アカウン
トデータがウェブサービス３０２から受信される。さらに、最後の同期以来サーバ上で作
成された任意の新しいアカウントが、同期マネージャ３７０に返送される。ステップ６７
４では、データが存在するアカウントすべてのリストと共に、（ピックリストとも呼ばれ
る）ダイアログボックスが提示されることになる。これは、ユーザによって先に選ばれた
アカウント、新規であるアカウント、および過去にユーザによって選択されていないアカ
ウントを含むことになる。次いで、ユーザは、スマートクライアントがレコードを追跡す
ることになるアカウントのリストにアカウントを追加し、そこからアカウントを取り去る
ことができる。ユーザが、進むためにアカウントを選んだ後で、それに応じてアカウント
リストが更新される。後続のステップで、これらのアカウントのそれぞれについてデータ
が更新されることになり、図１のＧＵＩ上のフォルダが更新されることになる。ステップ
６７６では、処理することを必要とするそれ以上のアカウントがあるかどうか判定される
。これが、ステップ６７６が初めて処理されるときである場合には、処理すべきアカウン
トがあることになる。それ以上の処理すべきアカウントがない場合には、図１５の方法は
完了する。それ以上の処理すべきアカウントがある場合には、ステップ６７８で次のアカ
ウントがアクセスされる。
【０１０８】
　ステップ６８０では、システムは、「ＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓ」サブフォルダの下のサブ
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フォルダが存在するかどうか判定する。存在する場合、ステップ６８４で、新しいアカウ
ントデータが適切なフォルダに格納される。存在しない場合、ステップ６８２で適切なフ
ォルダが作成され、ステップ６８４でアカウントデータが格納される。一実施形態では、
ステップ６８２で作成される適切なフォルダには、アカウントフォルダと、活動、機会、
連絡先用のサブフォルダとが含まれる。ステップ６８４の後で、プロセスは、ステップ６
７６にループして戻り、ステップ６７４でユーザが選択した、まだ処理されていないそれ
以上のアカウントがあるかどうか判定する。ある場合には、プロセスは、ステップ６７８
に進む。そうでない場合、図１５の方法は完了する。
【０１０９】
　図１６のプロセスを考察すると、ステップ６９０で、スレッドは、この方法のために処
理することを必要とするそれ以上のアカウントフォルダがあるかどうか判定する。すなわ
ち、スレッドは、「ＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓ」フォルダの下の各アカウントフォルダを調べ
る。アカウントフォルダすべてが処理された場合には、図１６の方法は完了する。それ以
上の処理すべきアカウントフォルダがある場合には、ステップ６９２で、処理すべき次の
アカウントフォルダがアクセスされる。スレッドは、そのアカウントフォルダが、アカウ
ントリスト内に存在するアカウントに対応するかどうか判定する。ユーザは、ステップ６
７４でアカウントリストを調整することが可能であったことを銘記されたい。アカウント
フォルダがアカウントリスト内に存在する場合には、システムは、ステップ６９０にルー
プして戻る。アカウントがアカウントリスト内に存在しない場合には、ステップ６９６で
、アカウントフォルダ（たとえば、アカウントフォルダ、およびＣｏｎｔａｃｔｓ、Ｏｐ
ｐｏｒｔｕｎｉｔｉｅｓ、Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ用のサブフォルダ）が削除される。ステ
ップ６９６の後で、方法は、ステップ６９０にループして戻る。
【０１１０】
　図１７は、ＣＲＭソフトウェアシステム以外のアプリケーションからデータを獲得する
ためのプロセスについて述べる流れ図について説明する。たとえば、一実施形態では、ユ
ーザが「Ａｃｃｏｕｎｔ　Ｐｒｏｆｉｌｅ」以外のアカウントリストペイン内の項目を選
択した場合、システムは、ＣＲＭシステム以外の、別の外部システムから情報を表示する
ことになる。図１７のプロセスは、そのデータを同期するための方法について述べる。一
実施形態では、外部アプリケーションから最も新版のデータを得て、そのデータを使用し
、クライアントサイドに記憶されているものは何でも上書きすることによって、データが
同期される。ステップ７０６では、同期マネージャ３７０は、各アカウントについて、特
定のアプリケーションからデータを獲得するためにウェブサービス３０２に要求を送るこ
とになる。ステップ７０８では、ウェブサービス３０２からデータが受信されることにな
る。ステップ７１０では、そのデータが、スマートクライアントに記憶される。他のアプ
リケーションの諸例には、ある会社についてサービス事項を記憶および追跡するサービス
事項アプリケーションや、販売履歴を追跡するアプリケーションが含まれる。一実施形態
では、ウェブサービスを使用するのではなく、同期マネージャは、（エージェント３７２
を介して）外部アプリケーションに直接接触することができる。
【０１１１】
　図１８～２１は、トランザクションデータを同期するためのプロセス（図１２のステッ
プ５９４）のより詳細を提供する。図１８は、アップ同期プロセスについて述べる。図１
９は、ダウン同期プロセスについて述べる。図２０は、ＣＲＭアプリケーション用のサー
バ上で実行されるプロセスについて述べる。図２１は、活動について実行される特別なス
テップのさらなる詳細を提供する。
【０１１２】
　図１８のステップ７５０では、システムは、それ以上の処理すべきデータ項目があるか
どうか判定する。データ項目は、どのアカウントのためのどのトランザクション項目とす
ることもできる。たとえば、データ項目は、活動、機会、または連絡先とすることができ
る。それ以上の処理すべき項目がない（同期すべき項目すべてが同期されている）ときに
は、図１８のプロセスが完了する。それ以上の処理すべき項目がある場合には、ステップ
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７５２で、システムは、次のデータ項目にアクセスする。ステップ７５４では、システム
は、アクセスされたオブジェクトのＩｓＤｉｒｔｙフィールドを調べ、データが「汚い（
ｄｉｒｔｙ）」かどうか判定することになる。データが汚くなく、新しくない場合には、
同期させることを必要とせず、プロセスは７５０にループする。データが汚い、または新
しい（CurrentState = New）場合には、データ項目を同期させることを必要とする。ステ
ップ７５６では、データ項目が編集からロックされる。ステップ７５８では、データ項目
がサーバに対して更新される。すなわち、データ項目が、エージェント３７２およびウェ
ブサービス３０２を介してサーバに送られる。ステップ７６０では、スレッドは、衝突が
あったかどうか、（ウェブサービス３０２を介して）エージェントから戻る指示を受け取
る。衝突があるかどうかの判定は、サーバ（ＣＲＭソフトウェアシステム）によって行わ
れ、サーバからウェブサービス３０２に返送される。衝突がない場合には、スマートクラ
イアントは、サーバに同期のためのタイムスタンプを要求することになる。ステップ７６
２で、サーバは、タイムスタンプを送ることになり、タイムスタンプは、スマートクライ
アントによって受信されることになる。同期されるデータ項目が新しいデータ項目である
場合には、ステップ７６４で、ＳｅｒｖｅｒＩＤがサーバに要求され、受信されることに
なる。そのＳｅｒｖｅｒＩＤは、オブジェクトに格納されることになる。ＳｅｒｖｅｒＩ
Ｄを受信する前には、スマートクライアントは、ＬｏｃａｌＩＤによってオブジェクトを
参照することになる。ＳｅｒｖｅｒＩＤを受信した後には、スマートクライアントは、Ｓ
ｅｒｖｅｒＩＤによってオブジェクトを参照することになる。ステップ７６６では、デー
タ項目がロック解除され、プロセスはステップ７５０にループして戻り、その結果、次の
データ項目を処理することができる。
【０１１３】
　ステップ７６０で、衝突があったことが判定された場合には、ステップ７７０で、その
データ項目がエラーフォルダに移動される。遡って図１を見ると、ナビゲーションペイン
内に「Ｓｙｓｔｅｍ」とマークされたフォルダがある。そのシステムフォルダの下には、
１組のエラーフォルダがある。ユーザが閲覧するために、データ項目のコピーがエラーフ
ォルダの１つに格納されることになる。ステップ７７２では、スレッドは、そのデータ項
目をサーバに要求し、受信することになる。そのデータ項目は、データ項目内のＳｅｒｖ
ｅｒＩＤおよびタイムスタンプと共に到来することになる。ステップ７７４では、サーバ
から受信されたデータ項目が、クライアント上でデータ項目を置き換えることによって更
新される。ステップ７７６では、データ項目がロック解除される。ステップ７７８では、
データが変更されたこと、および衝突があったことがユーザに通知される。一例では、ユ
ーザに電子メールが送られる。ステップ７７８の後で、プロセスは、ステップ７５０にル
ープして戻り、その結果、次のデータ項目にアクセスすることができる。
【０１１４】
　図１９は、ダウン同期プロセスのより詳細を提供する。図１９のステップ８００では、
同期マネージャは、最後の同期以来サーバ上で更新または作成されたトランザクション項
目のリストを要求および受信することになる。リスト上でそれ以上の考慮すべき項目があ
る場合には、ステップ８０４で、次のデータ項目がアクセスされることになる。ステップ
８０６では、スマートクライアント上のデータ項目がロックされることになる。ステップ
８０８では、同期マネージャは、その項目についてサーバ上のデータを取り出し、スマー
トクライアント上の項目を新しいデータで更新することになる。新しいデータ項目である
場合には、ステップ８０８で、その項目がスマートクライアント上で作成されることにな
る。ステップ８１０では、データ項目がロック解除され、プロセスは、ステップ８０２に
ループして戻り、それ以上の処理すべきデータ項目があるかどうか判定する。データ項目
すべてが処理されたとき、図１９の方法は終了する。
【０１１５】
　一実施形態では、１番目にアップ同期プロセスが実行され、２番目にダウン同期プロセ
スが実行される。一実施形態では、その２つのプロセスを重ね合わせる、または他のタイ
ミングで実行することができる。
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【０１１６】
　図２０は、サーバサイド上で実行されるプロセスの一実施形態について述べる流れ図で
ある。ステップ８３０では、更新されるレコードがＣＲＭアプリケーションサーバによっ
て受信される。ステップ８３２では、レコードが新しいレコードであるか、それとも既存
のレコードであるか判定される。新しいレコードである場合、サーバは、ステップ８３４
で新しいＳｅｒｖｅｒＩＤを、またステップ８３６でタイムスタンプを生成することにな
る。タイムスタンプとＳｅｒｖｅｒＩＤを有する新しいレコードは、ステップ８３８で記
憶される。（点線によって示されているように）少し後で、ステップ８４０において、サ
ーバは、ステップ７６２および７６４に応答して、新しいＳｅｒｖｅｒＩＤおよびタイム
スタンプを送ることになる。
【０１１７】
　ステップ８３０で受信されたレコードが既存のレコードである場合には、ステップ８５
２で、受信されたレコードと既存のレコードについてタイムスタンプが比較される。タイ
ムスタンプが合致する（たとえば、それらが同じである）場合には、ステップ８５４で、
スマートクライアントから受信されたデータに基づいて、サーバ上のレコードが更新され
る。ステップ８５６では、そのレコードのタイムスタンプがサーバ上で更新される。（点
線によって示されているように）少し後で、サーバは、ステップ７６２に応答して、ステ
ップ８５８で、更新されたタイムスタンプをスマートクライアントに送ることになる。
【０１１８】
　タイムスタンプが合致しない場合（ステップ８５２）には、ステップ８６０で更新が拒
絶され、スマートクライアントから受信されたレコードは、サーバ上で対応するレコード
を更新するために使用されないことになる。（点線によって示されているように）後で、
ステップ８６２において、サーバは、クライアントからの要求に応答して、そのレコード
のコピーをクライアントに送ることになる（たとえば、図１８のステップ７７２）。
【０１１９】
　わかるように、スマートクライアントは、タイムスタンプを変更しない。タイムスタン
プは、サーバがそのレコードを更新した最後の時間を表す。したがって、サーバ上のタイ
ムスタンプがスマートクライアント上のタイムスタンプより後である場合には、サーバは
、クライアントより新版のデータを有する。サーバ上のタイムスタンプとクライアント上
のタイムスタンプが合致する場合には、クライアント上のデータがサーバと同じであるか
、それともクライアント上のデータがサーバより新版である。クライアント上のデータが
サーバと同じである場合には、データは汚いものでなく、同期のために送られないであろ
う。したがって、サーバと同じタイムスタンプを有するクライアントから受信されたどの
データも、サーバ上で更新することを必要とする更新済みデータであると仮定される。同
期のためにクライアントから送られるレコードが、やはり更新されているサーバ上のレコ
ードに対応する場合には、衝突があり、サーバ上のレコードは更新されない。逆に、サー
バ上のレコードを使用し、スマートクライアント上のレコードを上書きする。
【０１２０】
　図２１は、活動と連絡先との関係、および／または活動と機会との関係に関連して、活
動について実行される追加のステップについて述べる流れ図を含む。一実施形態では、図
２１のプロセスは、図１８のステップ７５８の一部として実行することができる。（すべ
てではないが）いくつかの状況では、図２１のプロセスを開始する前に、新しい活動が作
成（および記憶）され、新しい機会または連絡先が作成（および記憶）される。新しい機
会または連絡先は、新しい機会または連絡先のＬｏｃａｌＩＤを新しい活動用のオブジェ
クトに格納することによって、新しい活動に関連付けられる。
【０１２１】
　図２１のステップ９００では、活動データ項目が新しいものであるかどうか判定される
。新しいものでない場合には、ステップ９０２で、上記で論じたように、活動項目が更新
される。新しいものである場合には、活動の更新前に、様々なステップ９０６～９２６を
実行することができる。ステップ９０６では、活動が機会に関連付けられるかどうか判定
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される。関連付けられない場合には、活動が任意の連絡先に関連付けられるかどうか判定
される。活動にも連絡先にも関連付けられない場合には、活動が、上記で論じたように更
新される。
【０１２２】
　活動が機会に関連付けられる場合（ステップ９０６）には、ステップ９０８で、その機
会が新しいものであるかどうか判定される。機会が新しいものである場合には、ステップ
９１０で、機会が同期される。同期プロセスの一部として、その機会について、Ｓｅｒｖ
ｅｒＩＤが受信および記憶されることになる。活動オブジェクトでは、機会オブジェクト
の同期中に、機会を識別するためのＳｅｒｖｅｒＩＤフィールドが、その機会オブジェク
トについて受信されたＳｅｒｖｅｒＩＤで更新される（ステップ９１２）。
【０１２３】
　ステップ９１２の後で、プロセスはステップ９２０で続行し、特定の活動が連絡先に関
連付けられるかどうか判定される。連絡先に関連付けられる場合には、ステップ９２２で
、その連絡先が新しいものであるかどうか判定される。連絡先が新しいものでない場合に
は、ステップ９０２で、活動が更新される。連絡先が新しいものである場合には、ステッ
プ９２４で、その連絡先が同期される。同期プロセスの一部として、その連絡先について
、ＳｅｒｖｅｒＩＤが受信および記憶されることになる。活動オブジェクトでは、連絡先
オブジェクトの同期中に、連絡先を識別するためのＳｅｒｖｅｒＩＤフィールドが、その
連絡先オブジェクトについて受信されたＳｅｒｖｅｒＩＤで更新される（ステップ９２６
）。次いで、ステップ９２６の後で、ステップ９０２で（機会および連絡先用のＳｅｒｖ
ｅｒＩＤを使用して）活動が更新される。
【０１２４】
　図２２は、スマートクライアントアドイン３６０をインストールするためのプロセスに
ついて述べる流れ図を示す。ステップ９５０では、ソフトウェアがクライアントマシンに
インストールされる。ステップ９５２では、Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）アプリケーショ
ンが起動される。ステップ９５４では、同期マネージャ３７０は、（エージェント３７２
およびウェブサービス３０２を介して）ＣＲＭソフトウェア内のＭｙＡｃｃｏｕｎｔｓビ
ューから、アカウントすべてのリアルタイムクエリフェッチング（ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　
ｑｕｅｒｙ　ｆｅｔｃｈｉｎｇ）を介して、特定の別名に関連付けられたアカウントのリ
ストを得る。ステップ９５６では、そのアカウントリストが、アカウント選択フォーム（
たとえば、ピックリスト）内で表示される。次いで、ユーザは、その選択フォームから様
々なアカウントを選択または選択解除することができる。これらの選択は、アカウントリ
ストとして受け取られ、記憶される（ステップ９５８）。ステップ９６０では、同期プロ
セスが実行される。これは、同期が行われる初めての時であるため、スマートクライアン
ト上にトランザクションデータがない可能性が高く、したがって、データは、クライアン
トからダウン同期される。
【０１２５】
　次いで、インストールおよび所期同期の後で、ユーザは、上述の任意の機能を実行する
ことができる。ユーザがトップレベルメニュー１０から「ＭｙＣＲＭ」を選択し、アカウ
ント選択フォームを変更することを選んだ（ステップ９７０）場合には、ステップ９５６
で、ユーザにアカウント選択フォームが提供されることになる。ユーザが様々なアカウン
トを選択または選択解除した後で、ステップ９５８で、新しいアカウントリストが更新さ
れることになる。次いで、システムは、ステップ９６０で、新しいアカウントリストを記
憶した直後に同期することになり、あるいは、同期は、構成データに基づいて、スケジュ
ールにより後で実行することができる。
【０１２６】
　本発明の前述の詳細な説明は、例示および説明のために提示されている。包括的なもの
とすることも、本発明を開示されているまさにその形態に限定することも意図されていな
い。上記の教示に照らして、多数の修正形態および変形形態が可能である。述べられてい
る諸実施形態は、本発明の原理とその実際的な応用例について最もよく説明し、それによ
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って、当業者が本発明を様々な実施形態で最もよく利用することを可能にするために選ば
れており、特定の使用に適している様々な修正形態が企図されている。本発明の範囲は、
本明細書に添付されている特許請求の範囲によって定義されるものとする。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】スマートクライアント用グラフィカルユーザインタフェースの一例を示す図であ
る。
【図２】スマートクライアント用グラフィカルユーザインタフェースの一部分を示す図で
ある。
【図３】スマートクライアントを使用してアカウントを閲覧、編集および／または作成す
るための一実施形態について述べる流れ図である。
【図４】スマートクライアントを使用して様々なデータ項目を閲覧、編集および／または
作成するための一実施形態について述べる流れ図である。
【図５】スマートクライアントからアプリケーションにアクセスするためのプロセスの一
実施形態について述べる流れ図である。
【図６】スマートクライアントからＣＲＭアプリケーションにアクセスするための一実施
形態について述べる流れ図である。
【図７】ＣＲＭソフトウェアシステムなど外部アプリケーションと共にスマートクライア
ントを使用するためのアーキテクチャの一実施形態について述べるブロック図である。
【図８】スマートクライアントのためのアーキテクチャの一実施形態について述べるブロ
ック図である。
【図８Ａ】アプリケーションインタフェースのためのアーキテクチャの一実施形態につい
て述べるブロック図である。
【図９】クラス階層の一例を示すブロック図である。
【図１０】データ項目を変換するためのプロセスの一実施形態について述べる流れ図であ
る。
【図１１】データ項目を変換するためのプロセスの一実施形態について述べる流れ図であ
る。
【図１２】データを同期するためのプロセスの一実施形態について述べる流れ図である。
【図１３】ドメインデータを同期するとき使用されるプロセスの一実施形態について述べ
る流れ図である。
【図１４】ドメインデータを同期するとき使用されるプロセスの一実施形態について述べ
る流れ図である。
【図１５】アカウントデータを同期するとき使用されるプロセスの一実施形態について述
べる流れ図である。
【図１６】もはや必要とされないアカウントフォルダを削除するためのプロセスの一実施
形態について述べる流れ図である。
【図１７】他のアプリケーションからデータを獲得するためのプロセスの一実施形態につ
いて述べる流れ図である。
【図１８】トランザクションデータを同期するためのプロセスの一実施形態について述べ
る流れ図である。
【図１９】トランザクションデータを同期するためのプロセスの一実施形態について述べ
る流れ図である。
【図２０】サーバサイド上で実行される、トランザクションデータを同期するためのもの
であるプロセスの一実施形態について述べる流れ図である。
【図２１】活動データを同期するとき使用されるプロセスの一実施形態について述べる流
れ図である。
【図２２】アクセスされるアカウントのリストが変更されているとき実行されるプロセス
の一実施形態について述べる流れ図である。
【符号の説明】
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【０１２８】
３００　スマートクライアント
３０２　ウェブサービス
３１０　読取りサービス
３１２　書込みサービス
３１４　他のサービス
３２２　アプリケーションサーバ
３２４　他のバックエンドミドルウェア
３２６　データベース
３６０　スマートクライアントアドイン
３６２　アプリケーションインタフェース
３６４　アプリケーション
３６６　アプリケーションストレージ
３７０　同期マネージャ
３７２　エージェント
３７４　ＵＩマネージャ
３８０　データクラス
３８２　構成クラス
３８４　構成
３８６　Ｏｕｔｌｏｏｋアプリケーション
３８７　コマンドバー
３８８　名前
３８９　アドレス帳
３９０　フォーム
３９３　ローダ
３９４　コア
３９５　診断
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